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昔
か
ら
地
域
や
家
で
大
切
に
残
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
こ
れ

ま
で
受
け
継
い
で
き
た
各
時
代
の
人
々
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
地
域
の
宝
」「
家
の
宝
」
は
、
そ
の
土

地
の
歴
史
や
文
化
を
物
語
る
か
け
が
え
の
な
い
資
料
で
あ
り
、

「
こ
こ
ろ
」
の
拠
り
処
で
す
。

　
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
文
化
財
を
通
し
て
、
山
形
の
文
化
や

歴
史
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
知
る
こ
と
で
分
か
る
山
形
の
魅
力
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
山
形
の
宝
で
あ
る
文
化
財
を
、
大
切
に

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
文
化
財
の
中
で
も
美
術
工
芸
品
の
素
材
は
、
紙
や
絹
、
木
材

な
ど
、
脆
弱
な
も
の
が
多
く
、
劣
化
や
破
損
が
起
り
や
す
い
と

い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、
適
切
な
環
境
で
の
管
理
が
必
要
で
あ

る
と
と
も
に
、
適
切
な
周
期
で
の
修
理
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
記
録
的
な
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
で
文
化
財

が
被
災
し
た
り
、
美
術
品
の
盗
難
な
ど
も
起
き
た
り
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
文
化
財
に
関
し
て
も
防
災
・
防
犯
の
視
点
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
文
化
財
の
う
ち
美
術
工
芸
品
の
所

有
者
や
、
保
存
・
活
用
に
関
わ
る
方
々
へ
向
け
て
、
美
術
工
芸

品
の
日
常
管
理
や
困
っ
た
時
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
作
成

し
て
い
ま
す
。
日
常
管
理
の
方
法
を
具
体
的
に
ご
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
防
災
・
防
犯
上
の
注
意
や
、
山
形
県
指
定
文
化
財
に

係
る
手
続
き
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

地
域
文
化
遺
産
を

お
持
ち
の
み
な
さ
ま
へ
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文
化
財
は
、
我
が
国
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
生
ま
れ
、

育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産

で
す
。
社
寺
や
民
家
な
ど
の
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
の
ほ

か
、
芸
能
や
工
芸
技
術
の
よ
う
な
「
わ
ざ技
」
、
伝
統
行
事
や

祭
り
、
自
然
景
観
、
歴
史
的
な
集
落
、
町
並
み
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
は
国
や
県
、
市
町
村
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
お
堂
や
鎮
守
の
お
社
、

そ
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像
や
神
像
、
そ
の
家
の
歴

史
が
記
録
さ
れ
て
い
る
古
文
書
、
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

お
祭
り
や
民
俗
芸
能
、
伝
統
的
な
郷
土
食
な
ど
、
私
た
ち

の
す
ぐ
身
近
に
存
在
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
基
盤
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
化
財
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
根
ざ
し
て
、
長
い
年

月
を
か
け
、
幾
世
代
も
の
人
々
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
山
形
ら
し
さ
」
の
源
で
す
。

文
化
財
と
は

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で

取
り
扱
う
も
の

　
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
美
術
工
芸
品
の
う
ち
、
後

述
の
物
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
、
日
常
管
理
の
方

法
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
文
化

財
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ご
参
照
い

た
だ
き
、
日
常
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

（
保
存
環
境
／
仏
像
／
掛
軸
／
古
文
書
／
油
絵
／
し
っ
こ
う

漆
工
品

／
染
織
品
／
刀
剣
／
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
／
金
工
品
／
石
造
物
）

文化財管理に関するこ

とや破損、災害の際な

ど、困ったことがある場

合は、指定・未指定を問

わず、県の文化財担当

課や、お住まいの市町

村の文化財担当課へご

連絡ください。必要に応

じて、文化財修復などの

専門家をご紹介します。

連絡先についてはp92
～p94「文化財を守る
ネットワーク」をご覧くだ
さい。

文
化
財
、

美
術
工
芸
品

と
は
？

第　　章1
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文化財を守るための
日常サイクル

外部への
相談

何か文化財に新たな異状
が生じた場合、あるいは前
から異状はあったが、それ
がひどくなった場合、行政
の担当者や保存修復の専
門家に写真などを用い、ま
ずは相談しましょう。

保管・正しい
取り扱い方

普段しまっておく文化財は、
正しい取り扱い方を身に着
け、箱など適切な場所に保
管することが大事です。しま
い方、畳み方を間違うと、
文化財に思わぬ負担をかけ
ることになります。

修復や保存環境
改善

管理者の方々には手に負え
ないと判断できる場合、し
かるべき専門家にお願い
し、異状が発生した文化財
の修復や、好ましくない保
存環境の改善を行います。

記録
点検した月日や、異状があっ
た場合はその内容や場所を
記録しましょう。写真撮影
による画像をうまく利用す
ることがポイントです。

点検
1年に1回の定期点検を基
本に、特に気になる点があ
る文化財についてはさらに
細かい頻度で点検しましょ
う。埃払いや軽微なカビ払
いなどもこの時に。

清掃
文化財が置かれた部屋、あ
るいは収納された部屋の清
掃は文化財の予防保存に
とって、基本かつ大事な作
業です。こまめにしましょう。

工
芸
品
全
体
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
好
ま
し
い
保
存
環
境
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
に
つ
い
て
紹
介
し
、
さ
ら
に
仏
像
、
掛

軸
、
古
文
書
、
油
絵
、
漆
工
品
、
染
織
品
、
刀
剣
、
甲

冑
、
金
工
品
、
石
造
物
な
ど
の
項
目
ご
と
に
、
そ
れ
ら
の

保
存
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。

お
寺
や
小
さ
な
展
示
・
収
蔵
施
設
、
一
般
の
家
庭
な
ど

は
、
文
化
財
保
存
の
た
め
の
設
備
が
あ
る
と
こ
ろ
は
ま
れ

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
手
間
さ
え

惜
し
ま
ず
に
、
文
化
財
の
日
常
管
理
、
す
な
わ
ち
定
期
的

な
点
検
を
地
道
に
行
い
、
こ
れ
に
よ
る
異
状
の
早
期
発
見

と
適
切
な
処
置
が
行
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
文
化
財
を
よ
り

長
生
き
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
化
財
は
わ
れ
わ
れ
が
祖
先
か
ら
受
け
継
ぎ
、
ま
た

次
世
代
以
降
に
伝
え
て
ゆ
く
べ
き
大
切
な
財
産
で
す
。

た
と
え
国
宝
を
は
じ
め
と
す
る
指
定
文
化
財
で
は
な
く

と
も
、
地
域
に
は
伝
え
る
べ
き
文
化
財
が
た
く
さ
ん
存

在
し
て
お
り
、
こ
れ
を
守
る
こ
と
は
地
域
文
化
の
継
承

と
い
う
点
か
ら
も
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。
　

と
は
言
っ
て
も
皆
さ
ん
が
、
い
ざ
文
化
財
の
管
理
・

保
存
の
担
い
手
に
な
っ
た
時
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
ど

こ
ま
で
は
自
分
た
ち
の
手
で
し
て
も
良
い
の
か
、
ど
こ
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
に
相
談
す
べ
き
な
の

か
な
ど
、
戸
惑
い
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
ま
ず
、
屋
内
に
あ
る
美
術

日
常
管
理
の

ノ
ウ
ハ
ウ
・

ア
ド
バ
イ
ス

第　　章2
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和紙（
うすよう　

薄葉紙）

消毒用エタノール

筆・刷毛

布

乾燥剤

防虫剤

チャック付き袋

すのこ マスク ほうき・塵取り

カメラ（スマートフォン）

ライト 手袋

日本薬局方消毒用エタノールがお勧めで
す。文化財は直接手で触れることも少なく
ありません。指先を清潔にするときなどに
用います。あるいは筆や綿棒に濡らし、カ
ビの菌糸を除去する時などにも用います。
引火性がありますので注意してください。

点検時に作業者の
唾などが、文化財の
表面に付着すること
を防ぎ、一方作業者
が埃やカビの胞子
などを吸い込むこと
による健康被害も
防ぎます。

仏像など置かれっぱ
なしの文化財の周
囲を清掃する時に
用います。掃除機の
使用は文化財の一
部を誤って吸い取っ
てしまう危険性もあ
りますので、避ける
べきでしょう。

文化財の全体像や問題のあった個所の部
分的な撮影などに用います。一般のカメラ
よりも、接写もでき、また暗いところでも感
度の良いスマートフォンの写真機能はお勧
めです。

文化財の点検は必
ずしも十分な光のも
とで行えません。し
たがって軽量でコン
パクトなライトが必
要です。紫外線や熱
を発しない、白色
LEDライトを選びま
しょう。

高分子素材の手袋
は静電気が発生し
ないニトリル手袋が
お勧めです。天然繊
維は絹素材のもの
を用いましょう。な
お文化財によっては
手袋を用いないこと
もあります。

表面がつるつるした
薄い和紙です。文化
財を包んだり、下に
敷いたり、中に挟ん
だり、あるいは上に
かけたりする素材と
して定番です。

埃払いの時、あるい
はカビ払いの際に使
用します。毛先のコシ
が強すぎるものは、お
勧めできません。

柔らかく、毛羽立た
ない布で油絵の額
やガラス板を拭くと
きなどに用います。
また収納箱の表面
は点検時などに布
で乾拭きすることを
お勧めします。

密閉空間にあるもの
で、湿度を下げたい
ときに使います。乾
燥剤はいろいろ種類
がありますが、シリカ
ゲルタイプがお勧め
です。A型とB型が
あり、金工品以外は
B型がお勧めです。

しょうのう

樟脳、ナフタレン、
パラジクロールベン
ゼン、ピレスロイド系
などの薬剤がありま
す。上記の3つは併
用してはいけません。

文化財から一部が
取れたり、剥落した
り、粉末が落ちた
時、回収したものを
入れておくのに使い
ます。表に採取場所
や採取年月日を記し
ておきましょう。

むき出しあるいは収
納箱に入った文化
財は床に直置すると
その部分に湿気が
溜まることがありま
す。すのこを下に敷
き、空気の通る隙間
をあけてやることも
大事です。

日
常
管
理
の
必
需
品

あ
る
と
便
利
な
も
の

必需品
便利品
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エアーキャップ
梱包や緩衝材としてよく利用されますが、静
電気が起きやすく、文化財に接触させるこ
とは避けてください。包んだままにすると湿
気も抜けにくくなります。

段ボール箱
湿気がたまりやすく虫なども住み着きやす
いので、一時的ならともかく、長期にわたる
保管箱としての利用はお勧めできません。

化学接着剤
ほとんどのものは後できれいに除去できま
せんので、文化財の接合に用いてしまうと、
本格的修理の時に厄介です。

新聞紙
梱包材や緩衝材になり便利ですが、酸性紙
であり、劣化しやすく、インクもうつりやすい
ので、文化財への使用は避けてください。

水
文化財の表面が汚れていても、これを水で
拭うことは極力避けてください。金属ではサ
ビの原因となり、また多くの文化財では水
分が浸透・蒸発することによってストレスを
生じます。

粘着テープ
セロハンテープなどの粘着テープは、接着
力の弱いものでも、文化財やこれに接触す
る素材に直接用いることは厳禁です。剥が
せなくなったり、剥がせても接着剤の除去
が困難となります。

虫やカビの害を防ぐため、
くんえん

燻煙剤を焚きたいのですが？

文化財がむき出しに置かれている場合は、できるだけ避けてください。市販の燻煙剤は
油分などが放出されますので、文化財を汚す恐れがあります。またカビには効果があり
ません。虫やカビの

くんじょう

燻蒸を行いたい場合は、文化財燻蒸の専門業者に依頼する必要が
あります。対象が虫だけの場合と両者の場合で薬剤は変わってきます。

ネズミや小動物がいるようですが、どのように退治したら良いのですか？

下手に追いかけ回して、文化財にぶつけぬようまず気をつけましょう。ネズミは文化財を
かじったりします。また小動物の糞尿は文化財害虫を引き寄せたり、カビの温床になるの
でいずれも放置してはいけません。文化財の動物被害対策専門の業者がいますので、相
談してください。

文化財の置いてある部屋の照明はどのような点に気をつけたらよいのですか？

紫外線の出ない、赤外線の少ないタイプの照明を使いましょう。白色LED電球ではその
心配がありません。蛍光灯は紫外線を出しますので、要注意ですが、無紫外線タイプのも
のも販売されています。

文化財の置いてある場所の温湿度を知りたいのですが？

目的に応じて、いくつかのタイプの温湿度計があります。一昔前は毛髪式自記温湿度計
などが主流でした。現在はパソコンを別途用意する必要はありますが、リアルタイムで
温湿度を表示し、かつ長期にわたる温湿度データーを記憶できるデーターロガーがお
勧めです。

文化財から落ちた部品、剥落片、粉末などはどうしたらよいのですか？

個体ごとの一括保管をお願いします。また、一括と言っても、その中で違う日時に回収し
たものは、小分けして別途保管してください。どの文化財のものなのかわからないものに
ついても、その旨記載し、保管してください。捨てることは絶対に避けましょう。

新たな文化財が見つかったのですが、整理はどうしたらよいのですか？

行政や修復の専門家、あるいは美術工芸品の研究者に相談してください。とりあえず自前
で整理する場合は、写真などを多用して目録や台帳などを製作し、後日、相談することを
お勧めします。この際、同じ個体の文化財が離れ離れにならないよう、注意してください。

文化財の修理を自分でしても良いのでしょうか？

指定文化財の場合、してはいけません。必ず行政にご相談ください。未指定文化財でも、
避けてください。それぞれの分野の修復の専門家に依頼することをお勧めします。素人
修理はほとんどの場合、文化財の価値を下げてしまいます。

よくあるご質問 使用に注意を要するもの
使ってはいけないものQ

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

NG NG

注意注意

NG NG
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せ
っ
か
く
の
大
事
な
文
化
財
も
、
良
い

環
境
に
置
い
て
あ
げ
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
劣

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
人
間
と
違
っ
て
、

文
化
財
は
自
力
で
様
々
な
劣
化
要
因
を
取

り
除
く
こ
と
も
、
そ
れ
ら
か
ら
身
を
守
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
私
た
ち

が
『
予
防
保
存
』
を
し
て
あ
げ
ま
せ
ん

か
。
『
予
防
保
存
』
と
は
、
文
化
財
に
影

響
を
与
え
る
環
境
要
因
を
理
解
し
、
そ
れ

ら
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
劣
化
を
予
防
す

る
こ
と
で
す
。
環
境
要
因
に
は
目
に
見
え

な
い
も
の
が
多
い
の
で
調
整
が
難
し
そ
う

に
思
い
ま
す
よ
ね
。
で
も
実
は
、
日
頃
か

ら
文
化
財
に
注
意
を
向
け
て
あ
げ
る
こ
と

が
一
番
の
『
予
防
保
存
』
に
な
り
ま
す
。

今
す
ぐ
始
め
ら
れ
る

『
予
防
保
存
』

虫
に
よ
る
被
害

虫
は
、
文
化
財
を
食
べ
た

り
、
汚
し
た
り
し
ま
す
。

気
が
付
く
と
あ
っ
と
い
う

間
に
穴
が
あ
い
て
い
る
な

ど
、
他
の
劣
化
に
比
べ
ス

ピ
ー
ド
が
速
く
、
文
化
財

そ
の
も
の
が
完
全
に
失
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

文
化
財
に
影
響
を
与
え
る
環
境
要
因

温
度
と
湿
度

暑
く
て
ジ
メ
ジ
メ
し
た
環

境
が
苦
手
な
文
化
財
は
多

く
、
特
に
結
露
は
、
カ
ビ

や
サ
ビ
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
で
も
、
逆
に
乾
燥
し

す
ぎ
る
と
割
れ
た
り
歪
ん

だ
り
す
る
文
化
財
も
あ
り

ま
す
。

カ
ビ
に
よ
る
被
害

カ
ビ
は
、
汚
れ
や
水
分
を

好
む
の
で
、
梅
雨
時
期
や

掃
除
が
で
き
な
い
場
所
は

要
注
意
で
す
。
カ
ビ
は
、
文

化
財
を
も
ろ
く
し
た
り
、

表
面
に
色
を
つ
け
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
に
健

康
被
害
も
与
え
ま
す
。

光日
光
や
蛍
光
灯
に
は
紫
外

線
や
赤
外
線
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
文
化

財
の
色
の
退
色
や
変
色
、

乾
燥
割
れ
を
起
こ
す
原
因

に
な
り
ま
す
。
退
色
し
た

色
は
元
に
は
戻
せ
ま
せ
ん
。

空
気
汚
染

空
気
に
汚
染
物
質
が
含
ま

れ
て
い
る
と
、
健
康
被
害

は
な
く
て
も
文
化
財
を
劣

化
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
の

で
要
注
意
で
す
。
ペ
ッ
ト

や
家
具
、
部
屋
の
内
装
、

埃
が
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

振
動

持
ち
運
び
の
際
の
振
動

は
、
文
化
財
の
変
形
や
破

損
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
不
安
定
な
場
所
に
あ

る
と
、
地
震
な
ど
に
よ
っ

て
落
下
・
破
損
し
、
破
片

で
怪
我
を
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

保
存
環
境
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室内空気汚染や光
　嫌な臭いがしたら換気をしましょう。HEPA
フィルター付き空気清浄機も効果的です。光
は、量と時間を少なくする必要があります。
適切な照明を選び、少ない光できれいに文
化財を見ましょう。

　文化財の種類によって最適な湿度が違います。木工品、漆工品、染織品、日本絵画、文書は
55％～65％、油絵は50~55％、また金工品は45％以下です。ただし、複数の材料から作られて
いるものも多いため、文化財保存環境の専門家に相談するとよいでしょう。
　一般的な家屋で文化財を保存する場合、これらの湿度を維持することは困難です。乾燥し
過ぎの場所、湿気が溜まりやすい場所、湿度変動の大きい場所に文化財を置くことをできるだ
け避けましょう。目安としては、湿度が低すぎると木の割れや反り、漆の亀裂や剥落などが、湿
度が高いとカビの発生がみられます。こうした予兆がみられたらすぐ対処するためにも、日常的
に、あるいは最低、年一度の点検をお勧めします。
　温度が高い場合は遮光や換気、湿度が高い場合には、除湿器や換気が効果的です。温度は
湿度ほど気に掛ける必要はありませんが、それでも高温になる場所は避けるべきでしょう。

生物対策

温度と湿度

　すぐに気づき、除去することが大事です。
こまめな清掃を行い、適切な防虫剤を使い
ましょう。カビの除去にも注意が必要です。
カビや虫に気づいたらすぐ文化財保存環境
の専門家に相談することをお勧めします。

ま
ず
は
、
文
化
財
が
ど
の
よ
う
な
材
質
で
で
き

て
い
る
の
か
と
、
今
ど
の
よ
う
な
環
境
な
の
か

を
正
し
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
急
激
な
変

化
が
な
い
環
境
の
確
保
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

残
念
な
が
ら
、
日
本
の
気
候
で
は
カ
ビ
は
生
え

ま
す
。
し
か
し
、
こ
ま
め
な
掃
除
と
点
検
で
汚

れ
を
防
ぎ
、
カ
ビ
が
生
え
に
く
い
温
湿
度
と
な

る
よ
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
こ
ま
め
な
掃
除
や
点
検
で
虫
の
繁

殖
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
防
虫
剤
も
虫
の
種
類
に

よ
っ
て
は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
虫
を
引
き
寄

せ
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

窓
や
照
明
器
具
の
近
く
に
文
化
財
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
文
化
財
を
見
る
た
め
に

は
光
が
必
要
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
必
要
の
な

い
光
は
あ
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
掃
除
を
し
、
埃
や
臭
い
に
少
し
だ
け

注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
臭
い
が
あ

れ
ば
換
気
を
し
、
新
品
の
家
具
や
工
芸
品
は
で

き
る
だ
け
文
化
財
か
ら
離
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
の
整
え
方

温
度
と
湿
度
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？

カ
ビ
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？

虫
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？

光
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？

室
内
空
気
汚
染
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？

日
頃
か
ら
点
検
を
し
、
持
ち
運
ぶ
際
に
は
振
動

を
抑
え
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
転
倒
防
止

の
た
め
の
固
定
具
や
緩
衝
材
を
用
い
て
、
日
頃

か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

振
動
や
転
倒
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？

最適な保存環境とは？ 注意

注意
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仏
像
を
毎
日
拝
ん
で
い
て
も
、
詳
細
は
意
外
と

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
年
に
一
度
は
仏
像
を
凝
視

し
て
、
全
体
を
写
真
撮
影
し
ま
す
。
前
回
と
見

比
べ
れ
ば
、
す
ぐ
変
化
に
気
が
つ
け
ま
す
。

高
湿
度
で
換
気
が
悪
い
と
、カ
ビ
が
心
配
で
す
。

御
堂
も
厨
子
も
閉
め
切
り
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
定
期
的
に
開
扉
し
て
風
通
し
し
ま
し
ょ

う
。た
だ
し
悪
天
候
の
日
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

エ
ア
コ
ン
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
風
や
熱
が
直
接
仏

像
に
あ
た
る
と
、
急
激
な
環
境
変
化
で
木
製
の

仏
像
は
割
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま

り
極
端
だ
と
結
露
す
る
心
配
も
あ
り
ま
す
。

食
べ
物
や
お
花
の
供
物
は
よ
く
見
か
け
ま
す

が
、
置
き
っ
ぱ
な
し
だ
と
小
動
物
や
虫
が
集
ま

り
ま
す
。
腐
敗
は
カ
ビ
に
直
結
し
ま
す
か
ら
、
お

供
え
し
て
、
拝
ん
だ
ら
す
ぐ
に
下
げ
ま
し
ょ
う
。

安
置
場
所
の
清
掃
は
管
理
の
基
本
で
す
。
簡
単

で
構
わ
な
い
の
で
定
期
的
な
お
掃
除
を
。
清
掃
し

な
が
ら
、
何
か
落
ち
て
い
な
い
か
点
検
し
ま
す
。

掃
除
機
を
使
う
場
合
は
、
必
ず
よ
く
確
認
し
て

か
ら
。
い
き
な
り
吸
う
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

一
方
で
、
仏
像
の
埃
払
い
や
移
動
は
、
な
る
べ

く
仏
像
修
復
の
専
門
家
に
依
頼
を
し
て
く
だ
さ

い
。
も
し
ど
こ
か
破
損
し
て
い
た
場
合
、
不
用

意
な
清
掃
や
移
動
は
二
次
破
壊
に
な
り
ま
す
。

日
常
管
理
の
注
意
点

　
仏
像
は
寺
院
や
御
堂
だ
け
で
は
な

く
、
個
人
宅
の
仏
壇
な
ど
大
小
様
々
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
仏
像
は
多

く
が
木
製
で
、
仏
像
を
し
ょ
う
ご
ん

荘
厳
（
飾
る
）
す

る
台
座
や
光
背
も
た
い
て
い
複
数
の
木

材
を
組
み
合
わ
せ
て
造
ら
れ
ま
す
。
表
面

は
漆
や
金
箔
ま
た
は
彩
色
で
彩
ら
れ
、
金

属
製
の
装
飾
品
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
見

ら
れ
ま
す
。
立
っ
て
い
る
像
、
座
っ
て
い

る
像
、
腰
か
け
て
い
る
像
、
髪
型
や
着
衣

の
違
い
な
ど
、
姿
か
た
ち
は
様
々
で
す
。

ら
い
は
い

礼
拝
対
象
の
仏
像
を
、
た
び
た
び
手

に
取
っ
て
眺
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
日
常
の
管
理
に
は
仏
像
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
に
も
注
意
を
払

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

仏
像
の
管
理
に
は
周
辺

の
観
察
が
と
て
も
大
切

定
期
的
な
観
察

換
気
を
心
が
け
る

急
激
な
温
湿
度
変
化
は
要
注
意

供
物
は
す
ぐ
に
下
げ
る

清
掃
の
注
意

注意

注意

仏
像
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自
立
を
確
認
す
る

仏
像
は
姿
か
た
ち
、
立
像
・
坐
像
様
々
で
、
台

座
や
光
背
と
い
っ
た
複
雑
な
形
の
荘
厳
と
一
緒

に
安
置
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
全
体
を
パ
ッ
と
見

て
、
不
自
然
に
傾
い
て
い
な
い
か
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。
可
能
な
ら
ば
、
あ
ち
こ
ち
に
そ
っ
と

触
れ
て
み
て
、
グ
ラ
グ
ラ
と
不
安
定
な
と
こ
ろ

が
な
い
か
、
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

部
材
の
脱
落
・
折
れ
・
欠
け
を
捜
索
す
る

複
数
の
木
材
で
造
ら
れ
た
仏
像
は
、
接
合
箇
所

か
ら
部
材
が
取
れ
て
落
下
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
時
に
は
全
体
が
分
解
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
指
先
や
衣
の
先
な
ど
、
細
く
て
出
っ
張

る
と
こ
ろ
は
、
特
に
折
れ
た
り
欠
け
た
り
し
や
す
い

部
分
で
す
。
ネ
ズ
ミ
が
か
じ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

見
た
目
を
確
か
め
る

長
く
安
置
さ
れ
る
仏
像
は
表
面
に
埃
や
汚
れ
が

蓄
積
し
ま
す
。
仏
像
を
彩
る
金
箔
や
彩
色
は
繊

細
な
た
め
、
様
々
な
要
因
で
亀
裂
が
入
り
、
め

く
れ
て
剥
が
れ
落
ち
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
金
属
製
の
装
飾
は
、
さ
び
て
し
ま
う
と
細

い
部
分
や
銅
線
が
切
れ
て
部
品
ご
と
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。

生
物
被
害
を
察
知
す
る

仏
像
や
台
座
に
、
小
さ
な
穴
を
見
つ
け
た
、
ま

た
は
細
か
い
木
く
ず
が
落
ち
て
い
た
ら
、
虫
が

す
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
動
物
が
く

る
と
、
仏
像
を
糞
尿
で
汚
損
し
、
ひ
っ
か
い
た

り
か
じ
っ
た
り
し
ま
す
。
安
置
場
所
の
湿
度
が

高
く
、
換
気
が
不
十
分
だ
と
、
仏
像
に
カ
ビ
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

カビが疑われたら
準備なく払うとカビを拡散
させ、仏像をさらに汚してし
まう恐れがあります。

不自然な汚損がある
水染み、糞尿、新しい木屑
など、いつもと違う様子を
見つけたら、安置環境が悪
化した証です。

表面が傷んでいた
傷んだ彩色や金箔に触ると
壊れます。周りに破片が落
ちていたら、捨てずにそのま
まにしておいてください。

仏像が傾いている

何かが原因で自立が失われ
つつあります。放っておくと
倒壊するので、すぐ専門家
へ相談しましょう。

部材が落ちていた
あわててくっつけようとせず、
丁寧に回収し、仏像のすぐ
近くで保管してください。

仏像が倒れた

倒れた時にどこか壊れた可
能性があります。動かす前
に、倒れた状態を写真でた
くさん記録をしましょう。

仏
像
の
ト
ラ
ブ
ル
は

専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　
仏
像
は
様
々
な
材
料
を
使
っ

て
、
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
て
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
江
戸
時
代
や

明
治
時
代
の
仏
像
は
部
材
が
多

く
、
壊
れ
や
す
く
繊
細
で
す
。
普

段
の
扱
い
方
や
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対

処
が
と
て
も
難
し
い
た
め
、
仏
像

の
異
変
に
気
付
い
た
ら
、
ま
ず
は

仏
像
修
復
の
専
門
家
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
専
門
家
が
現
場
に
到
着

す
る
前
に
、
ど
う
し
て
も
移
動
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、

デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ
ホ
な
ど
で
ト
ラ

ブ
ル
の
状
態
を
た
く
さ
ん
記
録

し
、周
辺
に
落
ち
て
い
る
も
の
は
、

例
え
ゴ
ミ
だ
と
思
っ
て
も
、
決
し

て
廃
棄
せ
ず
に
一
緒
に
保
管
し

て
、専
門
家
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

トラブル時の対応
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●1  

掛
軸
の
掛
け
方

　其
の
一

巻
緒
を
ほ
ど
き
、掛
緒
を
持
っ
て
自
在
な
ど
に
吊
る
し
ま
す
。

高
い
場
所
に
掛
け
る
場
合
に
は

や
は
ず

矢
筈
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

●2  

掛
軸
の
掛
け
方

　其
の
二

両
端
の
軸
先
に
手
を
添
え
、
両
手
の
中
指
の
上
に
の
せ
て
自

然
と
お
ろ
し
て
い
き
ま
す
。
親
指
・
人
差
し
指
・
中
指
で
優

し
く
包
み
込
む
よ
う
に
支
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●3  

掛
軸
の
巻
き
方

掛
け
る
と
き
と
同
様
に
軸
先
を
親
指
・
人
差
し
指
・
中
指

で
支
え
、
ゆ
っ
く
り
と
巻
い
て
い
き
ま
す
。
ず
れ
て
竹
の

子
に
な
っ
た
ら
少
し
戻
っ
て
や
り
直
し
ま
し
ょ
う
。
き
つ

く
巻
か
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

●4  

紐
の
巻
き
方

　其
の
一

左
手
で
掛
軸
を
支
え
、
右
手
で
紐
を
引
っ
張
り
、
掛
軸
を

三
〜
四
周
巻
き
ま
す
。
一
周
ご
と
に
八
双
の
上
で
紐
を
固

定
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●5  

紐
の
巻
き
方

　其
の
二

紐
を
巻
い
た
ら
、
余
っ
た
紐
を
折
り
曲
げ
て
掛
緒
の
下
を
く

ぐ
ら
せ
ま
す
。
先
端
は
右
側
に
残
し
た
ま
ま
に
し
ま
す
。
左

手
で
掛
軸
を
強
く
握
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●6  

収
納
の
仕
方

桐
箱
や
紙
箱
に
収
納
す
る
と
安
全
に
収
納
で
き
ま
す
。
収

納
後
に
湿
気
が
こ
も
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
晴
れ
た
日

に
収
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
掛
軸
は
絵
画
や
書
な
ど
を
装
い
、
作

品
の
鑑
賞
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
素
敵

な
文
化
財
の
ひ
と
つ
で
す
。
鑑
賞
し
な

い
時
に
は
巻
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
納

し
、
さ
ら
に
作
品
を
外
気
か
ら
遮
断
し

守
っ
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
保
存
方
法

で
も
あ
り
ま
す
。
紙
や
絹
に
描
か
れ
た

日
本
の
絵
画
や
書
は
紫
外
線
に
弱
い
の

で
、
掛
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の
を
避
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
季
節
に
よ
っ
て

掛
軸
を
取
り
替
え
た
り
、
お
客
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
に
掛
け
て
お
迎
え
し

た
り
、
と
い
う
習
慣
が
作
品
の
保
護
に

も
役
立
ち
ま
す
。
作
品
の
鑑
賞
を
楽
し

み
、
時
々
作
品
の
状
態
を
確
認
し
て
、
お

家
の
宝
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

時
々
確
認
し
て
、

い
つ
ま
で
も
大
切
に

基
本
的
な
取
り
扱
い
方

●1●2

●3●4

●5●6

自在

はっそう

八双

本紙

じくさき

軸先

かけお 

掛緒
まき お 

巻緒

掛
軸
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絵
具
が

剥
が
れ
て
き
た

あ
れ
、

虫
食
い
？

ひ
ょ
っ
と
し
て
、

カ
ビ
？

日
本
画
は
膠
（
接
着
剤
）

の
接
着
力
が
低
下
す
る

と
、
絵
具
が
剥
が
れ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
紙
が

剥
が
れ
て
き
た

裏
面
の
和
紙
か
ら
紙
や
絹

が
剥
が
れ
て
き
た
ら
、
糊

の
接
着
力
が
低
下
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
紙
に

折
れ
が
あ
る

巻
く
そ
う
て
い

装
丁
に
は
避
け
ら
れ

な
い
折
れ
、
損
傷
が
進
行

す
る
と
そ
こ
か
ら
本
紙
が

裂
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

よ
く
見
る
と
、
表
面
の
紙

や
絹
が
虫
に
食
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

紐
が
切
れ
そ
う

軸
先
が
外
れ
そ
う

紐
が
傷
ん
だ
り
、
軸
先
が

外
れ
る
と
取
り
扱
い
が
危

険
に
な
り
ま
す
。

裏
面
が
ぷ
く
ぷ
く

浮
い
て
い
る

裏
打
ち
の
和
紙
の
接
着
力

が
弱
っ
て
き
た
ら
、
新
し

い
装
い
を
用
意
す
る
時
期

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

湿
度
の
高
い
と
こ
ろ
に
保

管
し
て
い
る
と
、
表
面
に

う
っ
す
ら
と
白
い
カ
ビ
が
発

生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

水
染
み
が
あ
る
？

蔵
や
押
入
れ
な
ど
で
雨
漏

り
な
ど
は
な
い
で
す
か
？

水
は
書
画
の
大
敵
で
す
。

裂
け
て
き
た
？

掛
軸
上
部
や
屏
風
の
ヒ
ン

ジ
の
部
分
な
ど
は
和
紙
が

弱
っ
て
く
る
と
破
れ
や
す

い
で
す
。

な
ん
で
傷
む
の
？

　
時
間
が
経
つ
と
ど
の
よ
う
な
材

料
も
必
ず
劣
化
し
ま
す
。
紐
が
切

れ
た
り
、
金
具
が
外
れ
た
り
、
和

紙
が
剥
が
れ
て
き
た
り
す
る
こ
と

は
、
次
の
修
復
が
必
要
な
こ
と
を

知
ら
せ
て
く
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
掛
軸
は
和
紙
を
糊
で

貼
り
付
け
補
強
す
る
こ
と
で
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
和
紙
も
糊

も
時
間
と
と
も
に
劣
化
し
ま
す
。

　
定
期
的
に
作
品
を
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
す
る
こ
と
、
掛
軸
を
仕
立
て
直

す
こ
と
で
、
後
世
に
も
文
化
財
を

繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
丈
夫
か
な
と
心
配
に
思
っ
た

ら
、
表
具
屋
さ
ん
や
修
復
家
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
ま
に

開
け
て
鑑
賞
す
る
の
が
何
よ
り
の

保
護
に
な
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　日本の書画は紙や絹に絵具や墨で描かれています。浮世絵などは染料や顔料を使用した彩
色が施されています。これらはどれも光（紫外線）に弱く、そして温湿度変化に敏感な材質で
す。そのため、博物館や美術館では西洋の油画や彫刻作品が常時展示されているのと違い、
年に1ヶ月ほどしか展示できないのです。お家でも掛けっぱなしにするのを避けて、作品を取り
替えながら鑑賞すると長持ちします。

［日本の書画は弱い？］

　掛軸の他にも日本の書画には、代表的なものとして
 かんす 

巻子（巻物）や屏風などがあります。こ
れらの取り扱い方は、それぞれ掛軸とは異なるものの、巻子は同じ軸装同士ということで、
チェックポイントはほとんど同じです。屏風については、虫食い、カビ、水染み、浮きなどについ
ては共通しますが、ほかに使用中あるいは出し入れの際に生じやすい打痕や紙でできた蝶番の
裂けなどにも注意を向けましょう。
　神社に奉納される絵馬は、板に書かれたものや彩色された紙が貼られたものなどがありま
す。後者について絵画部分の注意点などは、書画と共通する部分も少なくありません。

［書画など］

保護のポイント

巻子 屏風 絵馬

ちょうつがい
　　　　　

に
か
わ
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素
手
が
基
本
で
す
。
テ
ー
ブ
ル
や
手
か
ら
の
汚

れ
が
文
書
に
付
か
な
い
よ
う
に
き
れ
い
な
紙
の

上
で
文
書
を
広
げ
、
き
れ
い
に
洗
っ
た
手
で
触

り
ま
し
ょ
う
。

綴
じ
糸
の
と
こ
ろ
ま
で
無
理
し
て
広
げ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
無
理
に
広
げ
る
と
綴
じ
た

箇
所
に
負
荷
が
か
か
り
、
糸
が
切
れ
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
優
し
く
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

文
書
を
広
げ
た
際
、
虫
糞
を
見
つ
け
た
ら
紙
が

傷
ま
な
い
よ
う
優
し
く
払
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の

糞
を
餌
に
し
て
他
の
虫
が
寄
っ
て
く
る
の
で
、

早
め
に
退
治
す
る
の
が
大
事
で
す
。

最
低
年
一
回
程
度
、
春
あ
る
い
は
秋
な
ど
、
穏
や

か
な
季
節
に
風
が
通
る
、
日
光
に
当
た
ら
な
い

と
こ
ろ
に
出
し
て
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

日
光
は
大
敵
で
す
。
木
箱
や
紙
箱
に
入
れ
、
あ
る

い
は
薄
葉
紙
な
ど
に
包
み
、
湿
気
の
な
い
場
所
で

保
管
し
ま
し
ょ
う
。
新
た
な
虫
食
い
が
心
配
な

場
合
は
防
虫
剤
の
同
梱
も
い
い
で
し
ょ
う
。

文
書
の
取
り
扱
い

無
理
し
て
広
げ
な
い

掃
除
の
仕
方

陰
干
し

保
管

手
紙
の
よ
う
な
一
枚
の
も
の
だ
と
折
り
畳
ん
だ

状
態
で
保
管
し
ま
す
が
、
畳
む
際
に
折
る
方
向

を
元
と
逆
に
折
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
新
た
な
折

り
目
を
付
け
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
紙
も
の
の
畳
み
方

基
本
的
な
取
り
扱
い
方

古
文
書
と
は
、
文
字
で
書
か
れ
て
い

る
す
べ
て
の
文
献
と
言
え
ま
す
。
日
記
、

冊
子
や
古
記
録
な
ど
史
料
性
が
あ
る
も

の
で
す
。
主
に
情
報
伝
達
が
目
的
で
あ

る
た
め
、
中
身
の
内
容
が
と
て
も
大
事

と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
資
料
は
、

観
賞
の
た
め
の
美
術
作
品
と
は
違
っ

て
、
文
書
の
内
容
を
確
認
す
る
時
の
み

開
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
た
だ
、
主
に

紙
に
書
か
れ
て
い
る
文
書
を
、
長
い
時

間
し
ま
っ
て
お
く
と
い
つ
の
間
に
か
虫

に
食
べ
ら
れ
て
文
字
情
報
が
消
え
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
た
ま
に

は
手
に
触
れ
て
軽
く
め
く
り
中
身
の
確

認
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

少
し
の
気
配
り
が

も
の
を
守
る

古
文
書

NG

注意
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困
っ
た
ら

専
門
家
に
相
談
を

　
損
傷
が
ひ
ど
く
な
る

前
に
紙
文
化
財
修
復
の

専
門
家
（
そ
う
こ
う  

し  

装
潢
師
な
ど
）

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
意

外
と
簡
単
な
処
置
を
施

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
寿
命

が
伸
び
る
こ
と
は
よ
く

あ
り
ま
す
。

古
文
書
は
紙
に
書
か
れ
て

い
て
、
仕
立
て
る
際
に
糊

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

虫
に
は
紙
も
糊
も
と
て
も

お
い
し
い
餌
と
な
り
ま

す
。
中
で
進
行
し
て
い
る

食
害
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

虫
に
食
べ
ら
れ
て

い
な
い
か

紙
に
折
れ
は

な
い
か

複
数
の
紙
を
継
い
で
巻
い

た
状
態
で
保
管
す
る
と
、

紙
が
折
れ
る
の
は
避
け
ら

れ
な
い
損
傷
で
す
。
ま
た

折
れ
た
損
傷
が
進
行
す
る

と
、
そ
こ
か
ら
紙
が
裂
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

物
理
的
な

損
傷
は
な
い
か

文
書
は
そ
の
も
の
を
保
護

し
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の

が
付
い
て
な
い
の
で
、
外

部
か
ら
の
衝
撃
を
受
け
や

す
く
、
破
れ
た
り
、
摩
擦

に
よ
り
表
面
が
擦
れ
た
り

し
て
文
字
情
報
が
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

綴
じ
は

大
丈
夫
か

帖
装
を
綴
じ
る
際
に
は
、

糸
や
糊
が
使
わ
れ
ま
す
。

そ
の
糸
や
糊
が
経
年
劣
化

や
取
り
扱
い
の
不
注
意
に

よ
り
、
い
ず
れ
切
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

ち
ょ
う
そ
う

　
　
　
　
　

頁
は

め
く
れ
る
か

様
々
な
理
由
で
紙
同
士
が

く
っ
付
い
て
し
ま
う
と
、

広
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、

無
理
に
広
げ
よ
う
と
す
る

と
、
破
れ
た
り
、
文
字
が

消
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

カ
ビ
が
生
え
て

い
な
い
か

湿
気
の
多
い
と
こ
ろ
に
置

い
て
お
く
と
、
カ
ビ
が
発

生
し
、
気
が
付
か
な
い
う

ち
に
広
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
白
い
紙
の
表
面
に

生
え
た
カ
ビ
は
見
え
づ
ら

い
の
で
、
横
か
ら
照
明
を

あ
て
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

水害にあった資料は紙同士がくっつかない
ように一刻も早く広げ、乾かしましょう。濡
れた状態で置いておくと、カビの原因にな
ります。また、湿気により紙同士がくっ付き
そのまま固まることもあります。

保護のポイント

　文書は情報伝達のためのものですので、人々の手に触れながら今まで伝わってきました。手
紙のような一紙ものだと折り畳んだ状態で保管し、内容を確認する度に広げるような行為を繰
り返します。取り扱う人によっては以前の折り目とは異なる方向に折り畳むこともあります。ま
た、冊子は一枚ずつめくり、内容を確認します。そうすると内側より周辺が摩擦により傷むこと
が多いです。このような理由などから、常に活用されていた文書のような資料群は基底材の損
傷が著しいです。

［なんで傷むの？］

破れたところにセロハンテープで仮止めす
るのはやめましょう。セロハンテープの粘着
成分はいずれ紙を変色させ、除去できなく
なります。

NG
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画
面
に
ア
ク
リ
ル
板
、
裏
面
に
裏
板
の
あ
る
額

は
絵
を
埃
や
周
囲
の
環
境
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
吊
り
金
具
や
紐
が
絵
の
重
さ
に
適
し
て
い

る
か
ど
う
か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

画
面
を
内
側
に
し
て
側
面
を
両
手
で
持
ち
ま

す
。
レ
リ
ー
フ
の
欠
け
た
箇
所
な
ど
の
弱
い
部
分

を
持
た
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。
重
い
絵
は

二
人
で
下
辺
を
支
え
て
持
つ
よ
う
に
し
ま
す
。

画
面
に
は
触
ら
ず
、
側
面
と
木
枠
を
持
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
運
ぶ
場
合
は
絵
を
立
て
た
状
態

で
進
行
方
向
に
側
面
が
向
く
よ
う
に
し
ま
す
。

額
の
ア
ク
リ
ル
板
は
水
拭
き
せ
ず
、
柔
ら
か
い

布
で
埃
を
拭
き
ま
す
。
ア
ク
リ
ル
板
が
な
い
場

合
、
絵
具
の
剥
が
れ
が
な
い
か
注
意
し
て
柔
ら

か
い
は

け

刷
毛
で
静
か
に
埃
を
払
い
ま
す
。

額
に
入
っ
て
い
な
い
絵
を
並
べ
て
置
く
場
合
は

仕
切
り
板
を
は
さ
み
ま
す
。
額
に
入
っ
た
絵
は

箱
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
絵
は
寝
か
せ
ず
立
て
た

状
態
で
湿
気
の
少
な
い
場
所
に
置
き
ま
す
。

絵
の
飾
り
方

額
の
あ
る
絵
の
持
ち
方

額
の
な
い
絵
の
持
ち
方

清
掃
の
し
か
た

保
管
の
し
か
た

取
り
扱
い
方

油
絵
は
麻
布
や
板
に
描
か
れ
て
お

り
、
絵
具
が
硬
く
て
丈
夫
と
い
う
印
象

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

硬
い
絵
具
は
割
れ
や
す
く
、
麻
布
や
板

は
温
湿
度
変
化
に
敏
感
で
す
。
湿
度
の

高
い
日
本
で
は
カ
ビ
被
害
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
油
絵
は
日
本
の
伝
統
的
な
書

画
に
比
べ
長
期
間
飾
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
ま
め
な
管

理
が
必
要
で
す
。
額
に
入
れ
て
飾
る
こ

と
は
見
た
目
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な
く

作
品
の
保
護
に
も
大
き
な
利
点
が
あ
り

ま
す
。
油
絵
を
飾
る
場
所
や
保
管
方
法

に
気
を
つ
け
て
、
額
も
一
緒
に
時
々
点

検
す
る
こ
と
で
、
大
切
な
絵
画
を
末
永

く
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う
。

飾
る
と
こ
ろ
に
気
を

つ
け
て
毎
日
眺
め
た
い

油
絵
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日
当
た
り

日
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線

は
絵
具
や
油
を
変
色
・
劣

化
さ
せ
、
赤
外
線
は
表
面

温
度
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
風

エ
ア
コ
ン
の
風
は
画
面
の

温
湿
度
環
境
を
乱
し
、
画

面
や
額
を
乾
燥
さ
せ
ま

す
。
風
に
よ
る
振
動
に
も

要
注
意
で
す
。

カ
ビ
の
発
生

ふ
わ
ふ
わ
し
た
白
や
灰
色

の
付
着
物
は
カ
ビ
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
額
の
ガ

ラ
ス
や
絵
の
裏
側
に
生
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

絵
具
の
ヒ
ビ
割
れ

絵
具
は
年
数
が
経
て
ば
必

ず
ヒ
ビ
割
れ
し
ま
す
。
縁

が
持
ち
上
が
っ
て
き
て
い

る
よ
う
な
ら
、
剥
が
れ
落

ち
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

絵
の
黄
ば
み

表
面
に
塗
ら
れ
た
ワ
ニ
ス

は
経
年
に
よ
り
黄
色
く
変

色
し
ま
す
。
油
絵
具
そ
の

も
の
も
古
く
な
れ
ば
黄
色

味
を
お
び
て
き
ま
す
。

額
の
傷
み

額
の
傷
み
は
事
故
に
つ
な

が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

吊
り
紐
が
弱
っ
て
い
な
い

か
、
金
具
が
さ
び
て
い
な

い
か
、
た
ま
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

絵
具
の
剥
が
れ

キ
ャ
ン
バ
ス
の
た
わ
み

温
湿
度
変
化
が
大
き
い
と

た
わ
み
が
生
じ
や
す
く
な

り
、
た
わ
ん
だ
部
分
に
は

ヒ
ビ
割
れ
や
剥
が
れ
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

絵
具
の
剥
が
れ
を
見
つ
け

た
ら
、
ほ
か
に
も
傷
み
が
生

じ
て
状
態
が
悪
く
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

●
　
温
湿
度
変
化
の
少
な
い
場
所
に
置

く
こ
と
で
良
い
状
態
を
保
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
　
カ
ビ
が
生
え
や
す
く
な
る
た
め

湿
度
の
高
い
場
所
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

●
　
長
く
し
ま
っ
た
ま
ま
に
し
て
お
く

と
カ
ビ
が
生
え
て
い
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
出
し

て
、
日
に
当
た
ら
な
い
風
通
し

の
良
い
場
所
に
し
ば
ら
く
置
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
　
絵
具
の
剥
落
や
表
面
の
黄
ば
み
、

キ
ャ
ン
バ
ス
の
著
し
い
た
わ
み
、

あ
る
い
は
多
量
の
カ
ビ
の
発
生
が

見
ら
れ
る
場
合
は
油
絵
修
復
の
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　油絵は絵具が油でできています。油が固ま
ることで硬い画面が作られます。しかし、画
家の技法や使用した絵具の状態によってそ
の後の絵の状態も変わってきます。油絵と
いっても水に弱い油絵や粉っぽい油絵もあり
ます。絵具そのものが丈夫ではないこともあ
るのです。また絵が描かれているキャンバス
や板は、温湿度の変化で伸び縮みしますが、
硬い絵具の塗膜は伸び縮みしないので、絵
具にヒビ割れや剥がれが起きやすいのです。

［油絵は丈夫か］

　油絵は温湿度環境にとても敏感です。絵
を飾る場合でも、収納する場合でも温湿度
変化の大きな場所は厳禁です。家屋の構造
にもよりますが、外壁よりは温湿度変化が少
ない内壁に飾ることをお勧めします。収納場
所についても家屋の中心部に近い場所がお
勧めです。湿気の多い所ではカビも発生しや
すくなります。また1階の床面近くはとくに湿
度が高いので注意が必要です。

［飾る場所・保管場所が重要］

保護のポイント
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例
え
一
日
の
中
の
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、
日
光

の
直
射
は
大
敵
で
す
。
直
射
日
光
が
当
た
っ
て

い
る
場
合
、
置
く
位
置
を
変
え
る
か
、
カ
ー
テ

ン
な
ど
で
こ
れ
を
遮
り
ま
し
ょ
う
。

乾
燥
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
部
屋
の
保
湿
を
心

掛
け
、
エ
ア
コ
ン
の
風
が
直
接
当
た
ら
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
加
湿
器
を
う
ま
く

使
う
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

埃
が
被
っ
て
い
た
ら
、
柔
ら
か
い
筆
な
ど
で
払

い
落
と
し
ま
し
ょ
う
。
ふ
だ
ん
屋
内
で
使
っ
て

い
る
漆
工
品
は
、
使
用
時
以
外
、
薄
葉
紙
な
ど

を
被
せ
て
お
く
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
使
わ
な
い
漆
工
品
は
木
箱
な
ど
の
中
で

保
管
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
少
な

く
と
も
年
一
度
は
取
り
出
し
、
カ
ビ
や
割
れ
が

な
い
か
な
ど
、
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

光乾
燥

埃点
検
と
保
管

日
常
管
理
の
注
意
点

漆
工
品
は
神
社
仏
閣
な
ど
の
堂
内
で

使
用
さ
れ
る
器
物
を
は
じ
め
と
し
て
、

茶
道
具
な
ど
日
常
使
い
の
飲
食
具
、
刀

の
拵
え
や
印
籠
な
ど
の
古
美
術
な
ど
、

そ
の
種
類
・
用
途
は
様
々
で
す
。
漆
は

太
陽
光
（
紫
外
線
）
に
と
て
も
弱
く
、

長
期
間
光
に
さ
ら
さ
れ
る
と
漆
の
表
面

に
細
か
な
亀
裂
が
入
っ
て
し
ま
い
光
沢

が
失
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
漆
工
品
の
多

く
は
木
材
に
漆
を
塗
っ
て
お
り
、
乾
燥

に
よ
っ
て
木
材
に
亀
裂
が
入
り
、
漆
に

も
亀
裂
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
室

内
で
出
し
っ
ぱ
な
し
の
も
の
、
あ
る
い

は
頻
繁
に
使
用
す
る
も
の
は
光
と
乾
燥

に
気
を
つ
け
、
普
段
は
し
ま
っ
て
い
る

も
の
は
カ
ビ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

光
や
乾
燥
か
ら

守
り
た
い

手
袋
を
着
用
し
て
漆
工
品
を
扱
う
と
滑
ら
せ
て

落
と
す
危
険
が
あ
る
た
め
、
手
を
洗
い
素
手
で

持
つ
方
が
安
全
で
す
。

ま
き
え

蒔
絵
や

ら
で
ん

螺
鈿
な
ど
の
加

飾
部
分
に
は
極
力
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

取
り
扱
い
方

NG NG 漆
工
品

こ
し
ら
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チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

日
常
的
に
出
し
っ
ぱ
な
し

の
漆
工
品
の
表
面
が
、
白

く
な
っ
た
り
、
細
か
い
亀
裂

が
生
じ
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
僅
か
な
時
間
で
も

直
射
日
光
が
当
た
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

直
射
日
光

埃
や
汚
れ

埃
や
汚
れ
を
放
置
す
る

と
、
そ
こ
が
カ
ビ
の
温
床
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

土
埃
な
ど
の
場
合
、
擦
れ

た
時
、
表
面
に
キ
ズ
が
入

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

加
飾
な
ど
の

サ
ビ

蒔
絵
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

銀
は
さ
び
る
と
灰
黒
色
に

な
り
、
隅
金
具
の
銅
は
サ

ビ
が
進
行
す
る
と
緑
色
の

粉
が
出
て
き
ま
す
。
結
露

に
よ
っ
て
サ
ビ
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

漆
膜
や

装
飾
の
脱
落

漆
工
品
の
中
に
は
、
蒔
絵

や
螺
鈿
が
施
さ
れ
た
り
、

金
具
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
漆
膜
や
こ
れ
ら
が
浮

い
て
脱
落
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

割
れ
や
変
形

木
製
の
漆
工
品
は
、
乾
燥

に
よ
り
木
地
に
割
れ
や
反

り
や
た
わ
み
な
ど
の
狂
い

が
生
じ
ま
す
。
欠
け
や
へ
こ

み
は
、
落
と
し
た
り
ぶ
つ
け

た
り
し
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
ビ
の
発
生

湿
度
が
高
す
ぎ
る
と
カ
ビ

が
生
え
ま
す
。
ま
た
、
時
々

実
用
に
供
す
る
飲
食
具
で

は
、
使
用
後
の
洗
い
残
し

が
原
因
と
な
っ
て
、
カ
ビ
が

生
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

トラブル時の対処

　茶器など飲食具とし実用にも供しているもの以外、水
を用いて洗うことはしないで、埃を払うだけにしましょう。
水、アルコール、洗剤などの使用は漆表面や素地に悪影
響を与えることもあります。汚れがあまりにも気になる場合
のクリーニングは漆工品修復の専門家に相談しましょう。

［汚れと埃］

　落としたり、ぶつけたりしていないのに割れていたら、
急激な乾燥や低湿度が原因かもしれません。湿度が低く
なく、安定している環境に移動をさせましょう。木の箱や
文化財用の紙の保存箱はこの条件を満たしています。修
理は漆工品修復の専門家に任せましょう。

［割れ］

　漆片や表面の加飾が落ちていたら、捨てずにチャック
付き袋などの中で保管しましょう。剥落した場所がわかる
場合はそのことも記録しておいてください。後々の修復
で元に戻せるかもしれません。木工用ボンドなどで接着
することは避けてください。接合は漆工品修復の専門家
に相談しましょう。

［本体から落ちたもの］

　漆工品の割れや欠損が進行している場合、あるいは漆片や加飾の一部の脱落が認められ
る場合は、所有者・保管者の手による修理はお勧めできません。本格的な修復を考えるので
あれば、漆工品修復の専門家にご相談ください。とりあえず現状を維持したいのであれば、
保存環境の専門家に頼るのも良いでしょう。

国
（
文
化
庁
保
管
）
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染
織
品
に
は
着
物
な
ど
の
衣
類
、
旗

や
幕
、
敷
物
、
ふ
く
さ

袱
紗
や
布
団
皮
、
袋
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
光

や
湿
気
に
弱
く
、
虫
や
カ
ビ
な
ど
の
被

害
も
受
け
や
す
く
、
と
て
も
傷
み
や
す

い
も
の
で
す
。
時
代
を
経
る
と
特
に
絹

は
繊
維
が
も
ろ
く
な
り
ま
す
。
染
め
ら

れ
て
い
る
も
の
は
色
あ
せ
や
変
色
を
気

に
か
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
も
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ず
、
保
管

方
法
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
実
用
的
な

も
の
で
は
使
い
込
ま
れ
た
破
れ
、
擦
り

切
れ
や
汚
れ
も
見
ら
れ
ま
す
。
絨
毯
の

よ
う
に
比
較
的
し
っ
か
り
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
切
れ
た
り
破
れ

た
り
す
る
繊
細
な
も
の
が
多
い
で
す
。

染
織
品
は

と
て
も
傷
み
や
す
い

日
常
管
理
の
注
意
点

光
に
当
て
な
い

強
い
光
、
特
に
直
射
日
光

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
必
要

な
い
と
き
は
暗
く
す
る
か

覆
い
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

虫
に
気
を
つ
け
る

毛
製
品
は
特
に
虫
に
食
わ

れ
や
す
い
で
す
。
生
き
て

い
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、

虫
殻
や
糞
な
ど
の
汚
れ
も

含
め
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ビ
に
気
を
つ
け
る

カ
ビ
の
放
置
は
変
色
を
招

き
ま
す
。
湿
度
の
高
い
と

こ
ろ
や
空
気
が
淀
み
や
す

い
場
所
で
の
保
管
は
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

埃
が
つ
か
な
い
よ
う
に

飾
る
と
き
は
ケ
ー
ス
や
額

に
入
れ
、
し
ま
う
と
き
は

紙
や
布
な
ど
で
包
む
か
箱

や
棚
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

傷
ん
だ
も
の
は
掛
け
な
い

丈
夫
な
も
の
は

い
こ

う

衣
桁
な
ど

に
掛
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ

う
で
な
い
も
の
は
破
れ
や

変
形
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。か

た
や
ま

肩
山
に
は
特
に
注
意
。

動
か
す
と
き
は
支
え
る

き
れ
い
な
ボ
ー
ド
な
ど
に

載
せ
る
か
箱
に
入
れ
て
動

か
し
ま
し
ょ
う
。
破
れ
や
変

形
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
手
で
扱
う

手
は
き
れ
い
に
洗
い
ま

し
ょ
う
。
手
袋
な
ら
ば
ニ

ト
リ
ル
製
が
お
勧
め
で

す
。綿
手
袋
は
繊
維
が
引
っ

か
か
り
や
す
い
で
す
。

た
た
ま
な
い

か
さ
ね
な
い

た
く
さ
ん
積
み
重
ね
る

と
、
下
の
ほ
う
は
シ
ワ
が

取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
箱

や
棚
、
タ
ト
ウ
紙
な
ど
で

小
分
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
た
む
場
合
は
大
き
く
、
ま

た
間
に
枕
を
入
れ
ま
し
ょ

う
。
き
つ
い
た
た
み
目
は
筋

切
れ
の
原
因
に
も
。
巻
く
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

注意

NG

NG

染
織
品

NG

じ
ゅ
う
た
ん
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日
常
管
理
の
注
意
点

虫やカビの被害が発見された場合は保管場所を変えるか、隔離して様子を見ましょう。繰
り返したり、悪化したりする場合は、染織品修復あるいは文化財保存環境の専門家に相
談しましょう。大量にみられる場合はすぐに相談しましょう。

1

2 埃が積もっている場合は、生地が傷んでおらず滑らかな表面のものならば、やわらかい筆あるい
は刷毛などで糸の方向に沿って静かに払うこともできます。ただし、傷んでいるものや引っかかり
そうなもの、取れやすい装飾がついているところはやめましょう。強くこすらないようにしましょう。

3 シワを伸ばしたい場合、アイロンやスチーマーをかけたり、水に濡らしたりするのはやめま
しょう。弱った繊維は熱に弱いです。水染みができたら取れなくなります。まずは染織品修
復の専門家に相談しましょう。

4 取り扱いが困難なほど傷んでいるものについては染織品修復の専門家に相談しましょう。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

保護のポイント、トラブル時の対応

こ
す
ら
な
い

こ
す
る
と
毛
羽
立
ち
や
す

り
切
れ
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
傷
ん

で
い
る
部
分
は
触
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

引
っ
張
ら
な
い

柔
軟
性
が
な
く
な
っ
た
染

織
品
を
強
く
引
っ
張
る

と
、
伸
び
て
元
に
戻
ら
な

く
な
っ
た
り
破
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

取
れ
た
も
の
は
捨
て
な
い

本
体
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ

た
断
片
や
糸
く
ず
な
ど

は
、
チ
ャ
ッ
ク
付
き
袋
な

ど
に
入
れ
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

破
れ
や
裂
け

取
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
や
さ

ら
に
広
が
り
そ
う
も
の
は

特
に
要
注
意
で
す
。
ほ
つ
れ

に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

シ
ワ
や
変
形

傷
ん
だ
生
地
は
強
い
折
れ

や
シ
ワ
か
ら
裂
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

粉
落
ち

生
地
の
傷
み
が
進
行
す
る

と
繊
維
が
粉
状
に
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
黒
や
茶

色
の
も
の
や
絹
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

虫
食
い

虫
食
い
の
跡
の
み
な
ら
ず
、

虫
の
抜
け
殻
や
糞
な
ど
も

虫
が
い
る
証
拠
で
す
。

染
み

色
移
り
や
色
に
じ
み
は
、

水
に
濡
れ
た
た
め
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
染
み
の
部
分

は
繊
維
が
も
ろ
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

色
あ
せ
・
変
色

繊
維
も
傷
ん
で
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
光
が
原
因

の
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

保
管
の
仕
方
で
も
起
こ
り

ま
す
。

カ
ビ

埃見
た
目
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
生
地
を
傷
め
る
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

ラ
イ
ト
を
横
か
ら
あ
て
る

と
確
認
し
や
す
い
で
す
。

ま
た
隠
れ
て
い
る
内
側
や

裏
側
な
ど
も
よ
く
点
検
し

ま
し
ょ
う
。

NGNG
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刀
剣
に
は
、   

た  

ち  

太
刀
・
な
が
ま
き

長
巻
・
刀
・

わ
き
ざ
し

脇
指
・
短
刀
・
け
ん剣
・
な
ぎ
な
た

薙
刀
・
や
り鑓
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。
愛
好
家
の
人
々
は
大
切

に
扱
い
、
時
代
を
越
え
た
美
し
い
姿
と

そ
れ
を
生
み
出
し
た
刀
匠
の
技
を
愛
で

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
先
祖
か
ら
刀
剣
を
引
き
継

ぎ
、
あ
る
い
は
突
然
発
見
し
て
困
惑
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
刀
身
は
鉄
で
あ

り
、
堅
固
に
思
え
ま
す
が
、
環
境
の
悪

い
と
こ
ろ
に
放
置
し
て
お
く
と
さ
び
て

し
ま
い
ま
す
。
拵
（
日
本
刀
の
外
装
、

さ
や鞘
・
つ
ば鍔
・
つ
か柄
の
総
称
）
は
、
漆
・
さ
め
が
わ

鮫
皮
・

糸
巻
な
ど
脆
弱
な
素
材
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
取
り
扱
い
に
配
慮
が
必
要
で
す
。

手
入
れ
を
怠
ら
ず
、

美
し
い
姿
を

鑑
賞
し
ま
し
ょ
う

刀剣一口に一枚交付され、刀剣と一緒に保管することが法律で定められています。

「銃砲刀剣類登録証」（以下、登録証）はありますか？

　刀剣の取り扱い、手入れには道具が必要です。先人から引き継いだ手入れ道具でも、長い
間使用していないと、汚れが残っていたり、油が酸化するなど、使用することで刀剣を傷めてし
まう可能性があるので、注意が必要です。手入れ道具が1セットに納められたものを、刀剣商
から購入するのが便利です。一般的に1セットになっている内容と役割を紹介します。

手入れ道具の準備、確認をしましょう！

※上記は山形県交付の登録証の刀剣の場合になります。都道府県ごとに申請の方法が異なりますので、詳しくは登録
証の都道府県のホームページをご覧ください。

新しい所有者は、登録証に記載されている都道府県銃砲刀剣類登録事務担当課に、所有
者変更届を提出してください。

刀剣を新たに発見して、登録証がない場合【新規登録】
管轄の警察署に発見届をし、警察から「刀剣類発見届出済証」を受け取り、発見者が居住
する都道府県銃砲刀剣類登録事務担当課で、刀剣の登録審査を受けてください。登録可
能と認められると、後日「登録証」が交付されます。審査には手数料が必要です。

1

登録証を無くした場合【再交付】
管轄の警察署に遺失物届を行い、登録を行った都道府県銃砲刀剣類登録事務担当課へ連
絡と再交付の手続きを行ってください。再交付には手数料が必要です。登録証の番号が不
明な場合は、居住する都道府県の銃砲刀剣類登録事務担当課へご連絡ください。

2

所有者（住所）が変わった場合【所有者（住所）変更】3

❸ 拭い紙 良質の和紙で、「油取り用」と「打粉取り」用に分けて使用します。市販のものは硬
いので、そのまま使用せず揉んで柔らかくしてから用います。 

❶ 
め くぎ ぬき

目釘抜 刀の目釘を抜く道具です。

❷ 
うち こ

打粉 砥石の微細粉を絹や綿でくるんだものです。展示の直前やサビが出てしまった刀
剣に使用します。状態の良い刀剣の手入れでは通常使用しません。

❺ その他 油を塗る
せいしきめん

清拭綿、刀の茎が抜けなくなった際に用いる木槌、ネル（水洗いして糊
を落とし、乾燥させたもの）などが必要です。

刀身のサビを防止するために塗るもので、
ちょうじあぶら

丁子油と呼ばれます。❹ 油

1 2 3 4 5

刀
剣

こ
し
ら
え

　
　
　
　

なかご
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CALENDAR

❹
拵
を
外
す
　
拵
付
の
場
合
は
、
柄
を
外
し
て
か
ら

せ

っ

ぱ

切
羽
、
鍔
、
鎺
も
外
し
ま
す
。

●10
手
入
れ
頻
度

刀
剣
の
手
入
れ
は
春
秋
、
年
に
二
度
く
ら
い
行
う
の
が
良
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
研
い
だ
直
後
は
水
分
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
一
カ
月
に
一
度
の
手
入

れ
を
目
途
に
半
年
間
く
ら
い
行
い
ま
す
。

取
り
扱
い
と
保
存
上
の
注
意

❶
手
入
れ
前
に
　
唾
や
息
は
サ
ビ
の
原
因
に
な
る
た
め
、
必
ず
マ
ス
ク
を
使
用
し
ま
す
。

ま
た
刀
身
の
茎
は
素
手
で
持
つ
の
で
、
石
鹸
で
良
く
手
洗
い
を
行
い
ま
す
。

❷
刀
の
抜
き
方
　
刀
も
太
刀
も
刃
を
上
に
し
て
、
左
手
で
下
か
ら
鞘
を
持
ち
、
右
手

で
柄
を
上
か
ら
握
っ
て
こ
い
ぐ
ち

鯉
口
（
鞘
口
）
を
き
り
、
ゆ
っ
く
り
抜
き
ま
す
。
力
を
入

れ
て
急
に
抜
く
と
刀
剣
を
傷
め
る
だ
け
で
な
く
、怪
我
を
す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

❸
目
釘
を
抜
く

刀
を
横
に
し
て
下
に
置
き
、
目
釘
抜
で
目
釘
を
抜
き
、
柄
を
外
し

ま
す
。
柄
を
左
手
で
握
り
、
刀
を
斜
め
に
立
て
、
右
手
の
拳
で
軽
く
左
手
の
手
首

を
打
ち
ま
す
。
二
〜
三
回
打
つ
と
茎
が
ゆ
る
み
自
然
に
抜
け
ま
す
。
抜
け
に
く
い

時
は
木
槌
を
用
い
ま
す
。
逆
に
強
く
手
首
を
打
つ
と
刀
身
が
飛
び
出
て
く
る
場
合

が
あ
る
た
め
、
力
加
減
が
大
切
で
す
。

❺
油
を
拭
う
　
古
い
油
を
拭
い
ま
す
。
拭
い
紙
か
良
質
な
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を

掌
サ
イ
ズ
に
折
り
畳
み
、
輪
の
方
を
刀
身
の
棟
に
あ
て
、
刃
先
を
親
指
と
ひ
と
差

し
指
で
軽
く
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て
、
鎺
元
か
ら
上
へ
と
静
か
に
拭
い
ま
す
。
切

先
は
さ
ら
に
力
を
抜
い
て
、
切
先
の
形
に
そ
っ
て
拭
い
ま
す
。
力
を
入
れ
す
ぎ
る

と
手
を
切
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

❻
打
粉
を
打
つ
　
打
粉
を
打
つ
場
合
は
、
刀
の
表
の
鎺
元
か
ら
切
先
の
方
へ
、
む
ら

な
く
ポ
ン
ポ
ン
と
軽
く
た
た
い
て
打
粉
を
か
け
ま
す
。次
に
裏
を
返
し
て
同
様
に
、

さ
ら
に
棟
に
も
か
け
て
い
き
ま
す
。

❼
打
粉
を
拭
う

❺
の
要
領
で
打
粉
を
拭
い
ま
す
。
ク
ロ
ス
で
仕
上
げ
拭
い
を
行
い

ま
す
。
サ
ビ
や
キ
ズ
が
出
て
い
な
い
か
、そ
の
他
の
変
化
が
な
い
か
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

❽
油
を
塗
る
　
油
塗
用
の
紙
・
綿
・
ネ
ル
な
ど
に
油
を
し
み
込
ま
せ
、
拭
い
の
要
領

で
丁
寧
に
塗
っ
て
い
き
ま
す
。
油
が
付
か
な
い
部
分
が
な
い
か
確
か
め
な
が
ら
、

二
〜
三
回
繰
り
返
し
ま
す
。
た
だ
し
、
油
の
量
が
多
す
ぎ
る
と
油
が
流
れ
て
鞘
を

傷
め
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
薄
く
む
ら
な
く
と
い
う
加
減
が
重
要
で
す
。

❾
拵
に
納
め
る

鎺
を
か
け
て
、
茎
を
柄
に
収
め
ま
す
。
刀
剣
を
左
手
に
持
っ
た
ま

ま
、
柄
頭
を
右
手
の
掌
で
下
か
ら
軽
く
打
つ
と
、
ぴ
っ
た
り
と
納
ま
り
ま
す
。
目

釘
を
打
ち
ま
す
。
右
手
で
柄
を
持
ち
、左
手
で
持
っ
た
鞘
の
鯉
口
に
切
先
を
あ
て
、

棟
を
滑
ら
せ
る
よ
う
に
入
れ
ま
す
。

●11
保
管
場
所

刀
身
は
湿
度
が
少
な
い
と
こ
ろ
の
保
管
が
望
ま
し
く
、
拵
は
、
乾
燥

し
た
と
こ
ろ
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
保
管
場
所
に
配
慮
が
必
要
で
す
。

●12
刀
身
の
サ
ビ

古
い
拵
に
い
れ
て
お
く
と
サ
ビ
が
で
や
す
い
た
め
、
白
鞘
を
製
作
し

て
保
管
す
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。
刀
剣
が
さ
び
て
し
ま
っ
た
場
合
、
刀
身
自
体
の

研
ぎ
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
し
ら
さ
や

白
鞘
を
割
っ
て
中
の
掃
除
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
刀
剣
商
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

123789

101112 456

は
ば
き

　
　
　

つ
か
が
し
ら
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甲
冑
は
戦
闘
の
際
、
武
士
が
刀
剣
・

や
り鑓
・
弓
矢
な
ど
の
武
器
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
装
着
し
た
武
具
で
す
。
時
代
や

身
分
に
よ
り
、
形
式
や
素
材
に
差
異
が

あ
り
ま
す
が
、
全
身
を
く
ま
な
く
覆
う

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
で
は

工
芸
品
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
性
格
を

持
ち
、
多
く
は
神
社
や
博
物
館
が
所
蔵

し
ま
す
が
、
先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ
場

合
、
ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の

個
人
所
蔵
も
あ
り
ま
す
。

　
甲
冑
を
構
成
す
る
素
材
は
、
た
ん
て
つ

鍛
鉄
・

皮
革
・
漆
工
・
金
工
・
く
み
ひ
も

組
紐
な
ど
の

様
々
な
分
野
に
及
び
ま
す
。
そ
の
多
様

性
に
よ
る
特
色
の
違
い
が
保
存
の
難
し

さ
に
も
通
じ
ま
す
。

日
本
の
職
人
と
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
ょ
う

パーツの確認をしましょう！

　製作、使用時期や身分によって多少異なりますが、甲冑を構成しているパーツが全部揃って
いるか、何が欠けているか確認しましょう。

兜 ・・・・・・・・・・・・頭部を守ります。前立が付きます。
ほほあて

頬当・・・・・・・・・・・目から下の顔面を防御します。

  こ   て

籠手 ・・・・・・・・・・腕から手の甲を守ります。袖と籠手が一体化した仕付袖もあります。
くさずり

草摺 ・・・・・・・・・・胴から威し下げ、大腿部を防御します。
はいだて

佩楯 ・・・・・・・・・・草摺から外れた部分から膝頭までを防御します。
すねあて

臑当 ・・・・・・・・・・臑を守ります。

どう

胴 ・・・・・・・・・・・・胸部と腹部を守ります。腹部から背部に装着する「腹巻」の場合、背中
の結び目を鎗で刺されるのを防ぐため、結んだところに背板を装着し
ます。胴の右脇から胸・腹部と背部を挟み込むように装着し、左脇で重
ねる「胴丸」には、背板はつきません。

袖 ・・・・・・・・・・・・肩に着けます。平安・鎌倉時代の騎馬戦において「大鎧」が発達し、大
袖は腕を前面に動かすと盾の役目を果たしました。しかし、戦闘に鉄砲
が用いられるようになると袖は小型化しました。

1

2

5

6

7

8

3

4

　その他、
たかひも

高紐を切られるのを防ぐ
みぞおち

鳩尾の板（左）、
せんだん

栴檀の板（右）、
ぎょうよう

杏葉、
はたさしもの

旗指物を差し込む
うけづつ

受筒、受筒の上部を支える金属の枠、
 がったり  

合当理などがあります。

着装準備

甲冑は本来、人が身に着けていました。現在もイベントや観光目的で用いられることがあり
ますが、ここでは、文化財として甲冑の取り扱いについて記します。

甲冑のパーツは複数ありますが、かつては
おい

笈や
よろいびつ

鎧櫃という専用の保存箱に入って収納され
ていました。笈は背に負う作りで、移動用でもありました。現在もこれを踏襲して保管して
いる場合が多くあります。

入れ方があって、すべて一箱に収まるようにできています。1年に1度、点検と風通しを兼ね
て飾ってみましょう。時期的には端午の節句の頃が良いでしょう。2週間程度、1カ月の間に
は鎧櫃に戻します。しまったままにしておくのも、飾ったままにしておくのも甲冑を劣化させ
る原因になります。

着装させるために鎧掛を準備します。兜のみ飾る場合は兜掛が必要になります。これを鎧
櫃の上に立てて着せ付けていきます。鎧櫃がない場合は保存箱の上に、また専用の台を用
意している場合もあります。鎧掛に直接着せるか、鎧掛に布をかけるかは甲冑の状況や
飾った際の見え方で検討します。

4

5

1

3

7

2

6

8

甲
冑
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取
り
扱
い
と
保
存
上
の
注
意

唾
や
息
は
甲
冑
を
傷
め
る
原
因
に
な
る
た
め
、

必
ず
マ
ス
ク
を
し
ま
す
。
取
り
扱
い
は
素
手
で

行
い
ま
す
の
で
、
着
装
前
に
良
く
手
を
石
鹸
で

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
初
に
着
せ
る
の
は
、
佩
楯
、
次
い
で
胴
、
籠

手
、
袖
、
頬
当
、
兜
、
前
立
、
臑
当
の
順
で
す
。

金
具
や
金
属
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
前

立
を
扱
う
際
は
白
手
袋
を
用
い
ま
す
。
金
属
に

つ
い
た
指
紋
が
経
年
に
よ
り
腐
食
、
サ
ビ
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

経
年
劣
化
で
失
わ
れ
た
部
品
、
糸
や
紐
が
切
れ

そ
う
な
場
合
は
、
無
理
を
せ
ず
テ
グ
ス
や
鹿

革
、
別
の
紐
で
補
強
し
て
対
応
し
ま
す
。

応
急
処
置
も
難
し
い
場
合
は
、
兜
の
み
、
胴
の

み
な
ど
、
可
能
な
部
分
の
み
で
飾
り
ま
す
。
風

通
し
と
確
認
の
た
め
、
そ
の
他
の
パ
ー
ツ
は
平

置
き
に
し
ま
す
。

漆
や
蒔
絵
に
割
れ
が
生
じ
て
い
な
い
か
注
視
し

ま
す
。
漆
が
ポ
ロ
ポ
ロ
落
ち
て
き
た
場
合
、
こ

れ
を
捨
て
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
鎧

櫃
（
保
存
箱
）
に
一
緒
に
収
納
し
て
お
き
ま
す
。

エ
タ
ノ
ー
ル
で
除
去
し
ま
す
。
液
体
を
脱
脂
綿
や

布
に
充
分
し
み
こ
ま
せ
る
か
シ
ー
ト
状
の
も
の
を

使
用
し
拭
き
取
り
ま
す
。
カ
ビ
の
胞
子
を
周
囲

に
撒
き
散
ら
か
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
す
。

一
か
月
な
ど
長
く
飾
っ
た
場
合
、
塵
・
埃
を
か

ぶ
る
た
め
、
軽
く
柔
ら
か
い
刷
毛
な
ど
で
払
い

ま
す
。
漆
や
蒔
絵
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
状
態

を
見
な
が
ら
、
丁
寧
に
行
い
ま
す
。

❷
の
逆
に
外
し
て
い
き
ま
す
。
パ
ー
ツ
が
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
、
布
や
薄
葉
紙
で
包
ん
で
鎧

櫃
に
収
納
し
ま
す
。
専
用
の
袋
や
布
が
つ
い
て

伝
来
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

鎧
櫃
の
中
に
塵
・
埃
が
な
い
よ
う
に
き
れ
い
に
掃

除
し
て
納
め
て
い
き
ま
す
。
防
虫
剤
は
一
般
に
販

売
さ
れ
て
い
る
も
の
で
良
い
で
す
が
、
成
分
が
異

な
る
も
の
が
混
在
し
な
い
よ
う
留
意
し
ま
す
。

直
射
日
光
や
暑
く
な
る
場
所
、
結
露
や
湿
気
を

よ
び
や
す
い
所
を
避
け
て
、
蔵
や
家
の
中
で
ふ

さ
わ
し
い
場
所
を
検
討
く
だ
さ
い
。

着
装
の
前
に

着
装
の
順
番

金
属
の
取
り
扱
い

応
急
処
置

組
立
て
不
能

状
態
の
確
認
「  

ひ    

わ

干
割
れ
」
　

状
態
の
確
認
「
カ
ビ
」

塵
埃
の
除
去

個
別
の
養
生

収
納

保
管
環
境

123789

1011

❹
❺
の
場
合
、
甲
冑
、
漆
芸
、
染
織
品
修
復
の

専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
甲
冑
・
武
具
の
専
門
店
ま
た
は
刀
剣
商
に

相
談
す
る
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。

修
理
の
担
い
手

12 456
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仏
壇
な
ど
を
飾
る
し
ょ
う
ご
ん
ぐ

荘
厳
具
、
花
瓶
や

香
炉
、
茶
釜
や
風
呂
な
ど
の
お
茶
道

具
、
装
身
具
、
刀
剣
類
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
江
戸
時
代
以
前
の
も
の
で
あ
れ
ば

材
質
は
鉄
と
銅
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
れ

に
金
や
銀
、
あ
る
い
は
鉛
や
錫
の
も
の

な
ど
が
稀
に
見
ら
れ
ま
す
。
銅
に
錫
や

亜
鉛
を
混
ぜ
、
青
銅
や
黄
銅
と
い
う
合

金
に
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

金
工
品
に
は
鋳
造
品
と
た
ん
ぞ
う
ひ
ん

鍛
造
品
が
あ

り
、
中
に
は
意
図
的
に
サ
ビ
を
付
け
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
不
用
意
に
磨

く
と
作
品
の
意
図
が
失
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る

金
工
品

ど
の
よ
う
な

金
属
な
の
か

鉄
製
品
と
銅
製
品
は
見
た
目
で
も
判
断

が
つ
く
と
思
い
ま
す
。
腐
食
の
仕
方
は

金
属
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
触

れ
る
際
は
原
則
手
袋
着
用
で
す
が
、
表

面
が
ざ
ら
つ
い
て
い
る
場
合
は
手
袋
の

繊
維
が
引
っ
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

悪
い
サ
ビ
が

進
行
し
て
い
な
い
か

サ
ビ
の
中
に
は
腐
食
を
防
ぐ
良
い
サ
ビ

と
、
腐
食
を
進
行
さ
せ
る
悪
い
サ
ビ
が

あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
場
は
写
真
な
ど

で
記
録
し
、
状
態
が
変
化
す
る
か
確
認

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
記
録
を

保
存
科
学
の
専
門
家
に
見
せ
れ
ば
、
良

い
サ
ビ
か
悪
い
サ
ビ
か
の
判
断
が
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

埃
と
湿
気
が

大
敵
で
す

埃
が
た
ま
る
と
吸
湿
し
て
カ
ビ
を
生
じ

た
り
、
さ
び
始
め
た
り
し
ま
す
の
で
、

筆
な
ど
を
使
っ
て
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

金
工
品
は
低
湿
度
環
境
に
お
く
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
、
飾
ら
れ
て
い
る
も
の

も
、
箱
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
も
の
も
、

で
き
る
だ
け
乾
燥
し
、
風
通
し
の
良
い

場
所
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ビ
の
進
行
が

見
ら
れ
た
ら

屋
外
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
の
場
合
、

空
気
汚
染
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
可
能
な
ら
ば
、

一
旦
屋
内
に
入
れ
る
と
状
態
が
改
善
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
屋
内
外
を
問
わ

ず
、
サ
ビ
の
進
行
が
み
ら
れ
た
ら
、
ど

の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
保
存
科
学
の

専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

日
常
管
理
の
注
意
点

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

金
工
品

ち
ゅ
う
ぞ
う
ひ
ん
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石
造
文
化
財
に
は
ま
が
い
ぶ
つ

摩
崖
仏
の
よ
う
な

岩
盤
、
地
面
と
一
体
化
し
た
も
の
か
ら
、

複
数
の
石
材
を
組
み
上
げ
て
作
ら
れ
た

石
塔
や
鳥
居
、
石
単
体
で
で
き
た
石
碑

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
に
あ
る
石
造

物
は
劣
化
し
や
す
く
、
特
に
寒
冷
地
で

は
軟
質
石
材
（
凝
灰
岩
、
砂
岩
な
ど
）
を

中
心
に
、
表
面
の
剥
落
や
割
れ
が
進
行

し
、
倒
壊
し
た
り
、
文
字
が
読
め
な
く

な
っ
て
い
る
石
碑
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
劣
化
に
は
物
理
的
要
因
、
化
学
的

要
因
、
生
物
的
要
因
に
よ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
複
合
的
で
あ
り
、

原
因
を
特
定
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
管
理
に
あ
た
っ
て
は
石
造
物

修
復
の
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

石
造
文
化
財
の

種
類
と
劣
化

地
下
水
や
雨
水
の
影
響
を
抑
え
る

寒
冷
地
で
は
水
分
の
凍
結
・
融
解
に
よ
る
物

理
的
劣
化
が
顕
著
で
す
。
石
造
物
中
の
水
分

量
を
減
ら
す
た
め
に
は
周
辺
の
排
水
を
良
く

し
、
条
件
が
許
せ
ば
雨
水
や
着
雪
を
避
け
る

屋
根
を
か
け
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
冬
季
に

な
る
と
保
温
・
遮
水
の
た
め
に

こ
も菰

で
巻
い
た

り
、
簡
易
的
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る
こ
と
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
湿
潤
・
乾
燥
の
繰
り
返
し
も

劣
化
を
早
め
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

日
常
管
理
の
注
意
点

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
処

ど
ん
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
か

ひ
び
割
れ
が
な
い
か
、
表
面
が
層
状
に
浮
い

た
り
粉
状
に
な
っ
て
剥
落
し
て
い
な
い
か
、

ま
ず
は
劣
化
現
象
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

表
面
に
付
く
地
衣
類
や
コ
ケ
は
美
観
を
損
ね

劣
化
を
早
め
る
場
合
が
あ
る
一
方
で
、
表
面

を
保
護
し
周
辺
環
境
と
調
和
し
て
歴
史
性
を

感
じ
さ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
無
理
に
除

去
せ
ず
、
付
着
物
の
種
類
や
石
材
の
状
態
を

見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ひ
び
割
れ
補
修
、
付
着
物
の
除
去

破
損
、
劣
化
し
た
石
材
の
補
修
に
は
症
状
に

応
じ
て
接
着
（
ス
テ
ン
レ
ス
ピ
ン
挿
入
）、
樹

脂
注
入
、
は
っ
す
い

撥
水
強
化
剤
塗
布
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
市
販
の
石
材
接
着
剤
や
モ
ル
タ
ル
は
石

造
物
を
傷
め
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の
で
処

置
前
に
は
必
ず
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
コ
ケ
類
が
劣
化
を
促
進
し
て
い
る
場
合

は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。
薬
剤
を
使
う
手

法
、物
理
的
に
除
去
す
る
手
法
が
あ
り
ま
す
。

石
造
物
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　東北芸術工科大学文化財保存修復研究センターは平
成13年に同大学で保存修復などを学ぶ学生の教育の場
として、また、東北地方で唯一の文化財保存修復研究を
実践する大学の付属機関として誕生しました。文化財を
通じ、地域に在る文化を未来へ守り伝えることがその大
きな目的になっています。
　現在は、東洋絵画修復、西洋絵画修復、立体作品（古
典彫刻）修復、保存科学および歴史・考古研究の５つの
部門があり、互いに密接に連携を取りながら地元密着
型の修復事業、あるいは関連する研究を進めています。
　このハンドブックで取り上げた美術工芸品の多くに
ついての管理、修復あるいは保存環境対策は、本セン
ターの職員の専門とするところであり、これからも文
化財の管理、維持にお悩みの皆様に様々なレベルで貢
献させて頂きたいと思っています。

文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー

東
北
芸
術
工
科
大
学

東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター
〒990-9530 山形市上桜田3-4-5
電話：023-627-2204（平日8時30分～ 17時30分）
メール：iccp@aga.tuad.ac.jp　URL：http://www.iccp.jp/

1. 掛軸の修復、2. 油絵の調査、3. 仏像の修復、4. 考古遺物の保存処置、5. 保存環境調査、
6. 発掘調査

1 2

3 4

5 6

〈修復・調査等のお問い合わせは下記までご相談ください〉

〜
文
化
財
保
存
修
復
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
〜
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奥
羽
山
脈
、
最
上
川
、
庄
内
平
野
…
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
山
形
県
。
「
山
形
は
災
害
が

少
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
令
和
元
年
に
山

形
県
沖
地
震
、
令
和
2
年
に
最
上
川
氾
濫
、
令

和
4
年
に
は
置
賜
豪
雨
と
、
近
年
、
大
規
模
な

自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
、
昭
和
42
年
羽
越
水
害
、
昭
和
38

年
三
八
豪
雪
、
昭
和
51
年
酒
田
大
火
と
い
っ
た

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
地
震
、
津
波
、
台
風
や
大
雨
、
土
砂
崩

れ
や
地
滑
り
、
豪
雪
や
雪
崩
、
落
雷
、
突
風
、

火
山
噴
火
、
火
災
…
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会

情
勢
の
変
化
を
受
け
、
地
域
の
防
災
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
地
域
や
住
民

を
災
害
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ら
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め
、
令
和
4
年
に
「
山
形

県
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
、

山
形
県
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が
災
害
リ
ス
ク
を

把
握
し
、
有
事
を
見
据
え
、
日
頃
か
ら
準
備
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

鶴岡カトリック教会（鶴岡市）
　令和元年6月、山形県沖を震源とする地震が発生し、新潟県村上市で震度6強、山形
県鶴岡市で震度6弱の揺れを観測しました。鶴岡カトリック教会では、教会内にあっ
た約90cmのイエス像と、約40cmのフランシスコ・ザビエルの像が転倒し、破損する
被害がありました。

Before
山形県沖地震で被害を受けた鶴岡カトリック
教会のキリスト像

After
東北芸術工科大学文化財保存修復研究セン
ターによる修復が完了したキリスト像

令和４年置賜豪雨による被害（飯豊町）

1 災害リスクについて

　美術工芸品の多くは、木材や紙、絹などの繊維、皮革といった環境の影響を受け
やすい、もろい素材でできています。文化財のなかでも劣化や損傷をしやすく、美
術工芸品が災害に見舞われると、その被害は計り知れないものとなります。
　例えば、地震の揺れによる転倒や落下、土砂災害による物理的衝撃を受ければ、
破損はもちろん、変形することもあるでしょう。浸水の被害を受けた場合、水に濡
れたまま放置しておくと、カビや虫が発生し、汚れや染みばかりか、素材そのもの
の劣化を引き起こします。火災発生時には、文化財の焼失や、周囲の急激な温度変
化による劣化が起こる恐れがあります。

災害が起こったら美術工芸品はどうなる？

事例紹介

防災・防犯上の
注意点

第　　章3
災害が起こったら美術工芸品はどうなる？
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東日本大震災
　平成 23 年 3 月の東日本大震災では、地震や津波によって数多くの文化財が被災し
ました。また、福島第一原子力発電所の爆発事故によって国から住民へ避難指示が発
出され、地域に文化財が取り残される状況が生まれました。指定・未指定を問わず、
地域の歴史と文化を未来に伝える文化財を救出するため、国、地方公共団体、文化財・
美術関係団体、ボランティアなどによる文化財レスキュー活動が行われました。

天養寺観音堂（飯豊町）
　令和 4年 8月、置賜地方を中心に発生した記録的豪雨は、河川の氾濫、民家の浸水、
道路や橋が流されるなどの被害をもたらしました。特に被害が深刻だった飯豊町で
は、県指定文化財「天養寺観音堂」も被災しました。

県指定有形文化財（建造物）「天養寺観音堂」
大雨で裏山が崩れ、流出した土砂が建物を
直撃しました。柱や壁が破損し、建物が大き
く前にずれ、倒壊寸前になりました。

県指定有形文化財（彫刻）「木造聖観音立像」
内部に安置された観音像は無事だったもの
の、観音堂が倒壊寸前となったため、町管理
の施設へ保管場所を移しました。

　災害による美術工芸品への被害を防ぐためには、どのように対策すればよいでしょ
うか。災害リスクの低い場所や災害に強い建物に保管する、保管方法を工夫するなど、
様々な対策が考えられます。また、被害が発生した場合を想定し、被害対応の準備
を進めておくことも大切な対策です。

　ここからは、美術工芸品を災害から守るための対策や災害発生後の対応について、
具体的に紹介します。できるものから、ぜひ取り組んでみてください。複数の対策
を組み合わせれば、より確実に、お持ちの美術工芸品が被災する可能性を下げるこ
とができます。

宮城県農業高等学校同窓会資料のレスキュー活動
（山形文化遺産防災ネットワーク）

2 災害に備える

できることから始めよう

事例紹介

できることから始めよう

火災

落下防止テープ

地震

水害

浸水しない
高いところへ
保管

報知器で
すばやい対応
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　地域に残された様々な資料で、過去の災害について調べてみま

しょう。災害に関する情報は、石碑に残されていることもあります。昔

のことに詳しい方からは経験談を聞くことができるかもしれません。

　ハザードマップは、自然災害による被害を予測し、その被害の範

囲や程度を示した地図です。河川氾濫や津波が発生した際に浸水

する可能性がある範囲、土砂災害の危険性が高い範囲などを地図

上で確認することができます。

ハザード
マップ

　地図を使って、地形やその成り立ち、土地の特徴を理解すること

で、その地域で発生しやすい被害を推測できます。また、直近の災

害の被害状況と美術工芸品の収蔵場所の位置関係を把握すると、

発生しうる被害を想像しやすくなります。

地図で
調べる

羽越水害（高畠町旧ジークライト橋付近）
昭和42年8月、山形県内史上空前の大水害「羽越水害」は、尊い命
や多くの資産を奪いました。
写真提供：国土交通省山形河川国道事務所

「天保の大津波墓碑」鶴岡市堅苔沢地区
この石碑は、天保４年に発生した大津波の歴史や被害を地域住民
に伝えています。

山形県の国・県指定等文化財の場所が分かる 「山形の宝マップ」
山形県内の文化財の位置を知ることができるウェブサイトです。過
去の災害について（本誌刊行時点では令和2年7月豪雨の浸水被害のみ）
文化財の位置とともに見ることができます。

〈災害リスクを考える〉
　想像してみましょう。自分のまわりでどんな災害が発生するのか。具体的に被害
を想像することで、事前にしておくべき準備や備えが明確になります。そのためには、
お住まいの地域や、美術工芸品の保管場所の災害リスクを知ることが有効です。
　国や県、市町村といった公的機関は、様々な災害が発生した際の被害想定を一般
に公開しています。加えて、これまでどんな災害が発生してきたのかを知れば、さ
らに身近なものとして想像することができるでしょう。インターネットで気軽に収
集できる情報もあるので、お住まいの地域について調べてみましょう。

災害の歴史
を
調べる

Check List

身の回りでどんな災害が起こりうるのか、考えたことはありますか？

地域で過去にどんな災害があったか、知っていますか？ 

お住まいの市町村のハザードマップを確認したことはありますか？

ハザードマップポータルサイト で検索！

山形の宝マップ で検索！詳しくは

事前にできること
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建物の
状態
チェック

耐震診断

　消火器や火災報知器といっ

た消防用設備の設置状況、雨

漏りの有無、雨どいや雨戸、側

溝の状態を点検したうえで、日

ごろから整備や手入れをしてお

くことが大切です。

〈建物や設備で防災力を高める〉

火災報知器の動作チェック
報知器は、半年に1度、正しく
動作するか点検しましょう。設
置から10年経過したら交換す
ることが望ましいです。

放水銃の点検
放水銃などの設備も年に1度は
専門業者にお願いし点検しま
しょう。

　古い建物は、昔の耐震基準で建てられていることも多く、地震発

生時には倒壊する恐れがあるため注意が必要です。建物によっては、

後から補強工事ができることもあります。まずは耐震診断を受け、補

強案について専門家に相談してみましょう。

建物の常時微動測定の様子
建物の揺れを継続的に計測することにより、耐震性の変化を観測す
ることができます。

❶  「誰でもできるわが家の耐震診断」
（一般財団法人日本建築防災協会）
https://www.kenchiku-bosai.or.jp/taishin_portal/daredemo_sp/

❷ こちら防災やまがた！
耐震診断・耐震改修のすすめ
https://www.pref.yamagata.jp/180025/bosai/kochibou/bousaijo
uhou/jishintsunami/earthquake/susume.html

　降雪のない時期に家屋や建物の状態をチェックしましょう。人の

居住エリアから離れた場所にある美術工芸品には人の目が届かず、

冬季に被害が発生しても気付かれにくい傾向があります。冬場の降

雪という観点からも保管場所を見直しましょう。

三八豪雪
昭和38年1月の大雪は、山形県内では小国町を中心に甚大な被害を
もたらしました。
（左）小国小坂町地内の本町通り、（右）中央通り商店街

Check List

　火災発生を知らせたり消火したりする消防用設備や消火設備は、

火災発生の初期段階で被害拡大を食い止めるために重要です。必

要な場所に必要な設備が備え付けられているか、確認してください。

また、定期的点検も忘れず行いましょう。

消火・消防用
設備の設置

雪害への
備え

建物の状態の点検をし、手入れをしていますか？

建物の耐震診断を受けたことはありますか？

必要な場所に消火設備や消防用設備を備えていますか？

定期的に消火設備や消防用設備の動作確認をしていますか？ 

　発生しうる被害が具体的にイメージできたら、対策として何ができるか考えてみま
しょう。まずは、どういった環境で保管すれば安全か考えてみてください。
　災害常襲国・日本では、ほとんどの場所が何かしらの災害リスクを抱えています。しか
し、保管する建物を災害に強いものにし、災害の影響を低減できる設備を設置することで、
リスクは下げることができます。今、できることから考えていきましょう。

参考サイト
写真提供：小国町
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　保管する場所を決める際には、浸水に備えて2階にしたり、土砂

災害の危険を考え、斜面や窓から遠い位置にしたりすることが有効

です。それぞれの美術工芸品にあった丈夫な保管用の箱に入れてお

くこともお勧めです。

〈保管方法を工夫する〉

文化財防火デーの消防訓練（米沢市法音寺）
（左）文化財の搬出訓練、（右）消火訓練

Check List

転倒・落下
への備え

　転倒や落下による破損を防ぐため、美術工芸品は固定するか、室

内の低い位置で保管するように心がけましょう。また、転倒・落下し

た家具によって破損する恐れもあります。室内にある家具や家電も

支持具できちんと固定しておきましょう。

保管する
場所

　美術工芸品を保管する部屋は、災害発生時に被害を受ける可能性が低いところを選
びましょう。周辺で発生しやすい災害に応じ、どういった部屋が適切なのかを考え
ましょう。
　もちろん、展示や保管方法にも対策が必要です。一口に美術工芸品といっても大
きさや材質はそれぞれに異なり、水や火に弱いもの、転倒や落下で破損しやすいもの
など、弱点も様々です。お持ちの美術工芸品の性格に合わせて対策を考えてください。

火気使用
の場合

　美術工芸品付近での火気の使用は避けましょう。使用せざるをえ

ない場合は、燃え移ったり可燃物が落ちてきたりしないよう対策しま

しょう。そして、火災発生時の連絡体制、安全な場所への避難、初期

消火の準備をしたうえで使用してください。

　建物周辺や敷地内は日頃から整理整頓し、枯葉や新聞・雑誌や

段ボールといった燃えやすいものを置かないようにしましょう。保管

する室内も同様です。また、室内で使用する備品や内装品は、防炎

性のあるものにしましょう。

火災防止

　初期消火は、有効な火災対策の一つです。しかし美術工芸品の場合、消火剤の直
接の噴射は損傷の恐れがあるため、状況に応じて判断する必要があります。ただし、
文化財そのものから火があがっている場合には、躊躇せずに消火してください。

保管場所は、建物の2階以上で、斜面や窓から遠い位置ですか？

転倒・落下しやすいものや、室内の家具は、固定されていますか？

敷地内や建物周辺、保管している部屋は整理整頓し、
室内に燃えやすいものを置いていませんか？ 火の側に置かない

地震で落下・転倒
しないように固定

浸水の心配が
ない

高いところへ

保管場所の
周りは片づける

崖のそばは
避ける

日の当たらない
ところに置く
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〈状態観察と記録〉

〈相談できる人を見つけよう〉

〈ネットワークづくり〉

Check List

　お持ちの美術工芸品について、ご家族や周囲の人に相談したり、情報共有したり
しておきましょう。被害が出た際に、そのことを誰に・いつ・どのように伝えるか
を事前に相談しておけば、被災した場合もスムーズに対応することができます。

〈身近な人との情報共有〉

　身近に美術工芸品について相談でき
る人や、頼りになる人（自治体の文化
財担当者や学芸員）がいると安心です。
もし、保管場所の災害リスクが高い場
合、災害時の心配事を減らす点でもお
近くの博物館や資料館に預かってもら
うことも一つの方法です。

　美術工芸品は、年に 1 回程度、天気の良い乾燥した日に、保
管箱や保管場所から出して状態を確認しましょう。その際は、
日が当たらない屋内で行ってください。風を通すことで、カビ
や虫の発生を防ぐことができますし、破損や劣化を発見する
きっかけにもなります。
　美術工芸品を出した際に、スマートフォンなどのカメラで撮
影し記録しておくと、状態の変化を確認することができます。
記録写真は、災害による被害を受けた際、被害状況を把握する
のにも役立ちます。

　県内では文化財に関する様々な取り組みが行われています。こうした機会に文化
財を大切に思う仲間を増やしていきましょう。災害で所在が分からなくなってしまっ
たり、破損したりした場合も、関係者が協力し救う手立てを講じることができます。

文化財保護指導委員による文化財管理・防災パトロールの様子（最上町旧有路家住宅）

日常的にできること

美術工芸品を撮影した写真を保管していますか？

お持ちの美術工芸品について、家族や周囲の人に情報共有していますか？

災害時にどのような対応をするのか決めていますか？

身近に美術工芸品のことを相談できる専門家はいますか？

　文化財の全体像が画面に収まるように撮影します。立体物の場合は、前面だけでな
く、右、左、後ろ、上、下などさまざまな角度から記録しましょう。また大きさを把握する
ために、ものさしを一緒に撮影すると良いでしょう。付属品なども記録しましょう。

【良い例】

【悪い例】

（左）全体が写っていない
（右）ピントがボケている

内容がしっかりわかるように
撮影しましょう。

NG NG

日常的にできること
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　まずは、皆さんの身の安全の確保が最優先です。すぐに安全な場所へ避難してく
ださい。美術工芸品に気を取られて避難が遅れる事態は避けなければなりません。
災害発生時に即座に避難するためにも、日頃からできる対策を心がけましょう。

〈災害情報の収集〉

〈もし被害にあってしまったら〉

［こちら防災やまがた！］
トップ画面で、県内各地の最新の災害状況につい
て確認できるほか、日頃からできる防災対策につ
いても取り上げられています。

［キキクル］
各地の災害発生危険度を実況・予測するウェブサ
イトです。
（画像：令和元年東日本台風による大雨時の洪水
キキクル）

3 災害対応力を高める

災害が起きたときどうする？

　身の安全が確保できたら、テレビやラジオ、インターネットを使って最新の災害
情報を収集しましょう。停電や通信障害の発生を見越し、充電や乾電池で動く携帯
ラジオを用意しておくと安心です。
　災害発生時はデマや根拠のない情報が流れます。公的機関や報道機関が発信する
正確な情報を収集しましょう。あらかじめ、災害時にチェックするウェブサイトや、
情報収集の方法を確認しておくとよいでしょう。市町村が提供する防災情報提供サー
ビスやメール配信サービスに登録しておくのもよい方法です。

　災害が発生し美術工芸品に被害が出たら、市町村の文化財担当

者やお近くの博物館・資料館職員まで、急ぎご一報ください。その

際に被害の状況をスマートフォンなどのカメラで撮影しておくと、そ

の後の対応を考える上で大変参考になります。

被害状況
の

把握と共有

　転倒や落下で損傷した場合、その状況を写真などで記録した後

に、袋や箱に収納して保管し、破損した美術工芸品が入っているこ

とを明記しましょう。被害を受けた文化財は非常に壊れやすい状態

です。取り扱いの際は十分に注意をしましょう。

一時的
避難

　被害を受けた美術工芸品への応急処置には、専門家の助言や知

見が必要です。困ったとき、迷ったときは、県やお住まいの市町村の

文化財担当課へ相談してください。被害に対応可能な専門機関や

団体、専門家に協力をお願いし対応することができます。

専門家への
相談

山形文化遺産防災ネットワークが関わった文化財レスキュー
令和4年置賜豪雨による床上浸水で水に濡れた大般若経（高畠町）。住民たちと協力して、乾
燥、修理をおこないました。

災害が起きたときどうする？
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山形ネットでは災害時の活動のほ
か、会員のスキルアップと非常時の
対応力強化のため、年6回の研修会
や講演会を開催しています。

（左）水損した資料のレスキュー、（右上）歴史的建造物の消火・防災方法検討のための現地
調査、（右下）一時保管場所に関する研修

県指定美術工芸品の実態調査の様子（旧松應寺観音堂／山形市）
山形文化遺産防災ネットワーク
電話：050-3746-3604　メール：yamagata.bunka.net@gmail.com

災害から文化遺産を守るネットワーク

　「山形に根づいている文化遺産を災害から守りたい」という志のもと、平成20年
に結成されたボランティア団体です（通称：山形ネット）。住民の「こころ」の拠り
処となる地域の文化遺産や歴史資料を守り伝えるべく活動を行っています。
　災害時には、地域資料の保全の呼びかけやレスキュー活動を実施しています。東
日本大震災では宮城県と岩手県から津波で被災した紙資料を受け入れ、乾燥、クリー
ニング、整理・リスト化をし、被災地へ返還しました。
　災害時に守るべきものは指定文化財や歴史や価値のあるものだけではありません。
地域や家に伝わる記録、写真、手紙などでも、守りたいと思う人がいればその人にとっ
ては大切な「宝もの」です。被災した資料でも救えるチャンスがあるかもしれません。
諦めて捨ててしまう前にまずは相談してみてください。

〈山形文化遺産防災ネットワーク〉

　文化財防災センターは、度重なる災害による文化財被害の発生を受け、国内の文化
財防災体制を確かなものとするため、独立行政法人国立文化財機構に設置された組
織です。①文化財の被害を防ぐ、②被災文化財をいち早く救援する、③災害発生時の文
化財救援活動に支援をする、という3つの目標のもと、様々な組織や団体と連携を図
りつつ、体制づくりや調査研究を行っています。

〈文化財防災センター〉

　令和3年度より県指定文化財について、「山形県指定文化財保存実態調査」が始まり
ました。県指定文化財の損傷状態を確認のうえ文化財カルテを作成し、保存の実態を正
確に把握することで、客観的判断と適切な周期での修理などを図るとともに、地域社会
一体となった県指定文化財の保存・活用の促進に寄与することを目的としています。

〈山形県の取り組み〉

お問合せ

災害から文化遺産を守るネットワーク
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● 玄関や窓の施錠が不十分で、誰でも
家屋に浸入できる状態であった

● 窓が外から見ると死角となっており、
侵入がしやすくなっていた

● 在宅状況や家族状況を聞くなど不審
な電話に対応してしまった

● 監視や巡視が充分に行われていない

● 建物や展示ケースの施錠が不十分
で、誰でも容易に文化財に近づける
状態であった

一般住宅
社寺などの
施設

4 盗まれないための対策

美術工芸品の盗難被害

　近年、仏像や刀剣などをねらった盗難事件や落書きなどのいたずらが数多く発生
しています。過去に起きた文化財の盗難事例からうかがえる問題点は、次のような
ものが挙げられます。

〈盗難やいたずらの被害にあった場合……〉

まずは、すぐに警察へ通報をお願いします。文化財の大きさ・形状特徴・写
真などをまとめて、警察へ情報提供してください。1
お住まいの市町村の文化財行政主管課又は県文化財行政主管課へご相談くだ
さい。2

Check List

玄関や窓、展示ケースの施錠をしましょう。

ゴミ捨てなどの短時間の外出であっても、必ず施錠しましょう。

防犯性能の高い建物部品（ＣＰ部品※）の活用は被害防止に有効です。

人感センサーライトや防犯カメラなどの防犯設備機器の活用も効果
的です。定期的に動作確認も行いましょう。

社寺などでは、敷地内への通路を限定したり侵入の足がかりになる
ような足場などは取り除いたり、防犯環境の整備に努めてください。

文化財周辺を定期的に掃除すると、現状のこまめな確認ができ、防
犯にもつながります。

文化財を保管場所や箱から出した際には、スマートフォンなどのカ
メラで、大きさ・形状特徴などがわかるように撮影し記録しておきま
しょう。万が一被害に遭った時に、警察への情報提供が行いやすく
なり、文化財の特徴を共有して早く特定することができます。

※ CP部品：平成16 年5月、官民合同会議では「防犯性能の
高い建物部品」の普及を促進するため、「共通呼称（防犯
建物部品）」と「共通標章（CPマーク）」を制定しました。「防
犯性能の高い建物部品目録」に掲載・公表された建物部
品のみを「防犯建物部品」と呼び、「CPマーク」の使用が認
められています。（警察庁HPより）

美術工芸品の盗難被害
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　下記のような場合は、お住まいの市町村の文化財行政担当課を通して、県へ届出
を提出してください。記載の仕方が分からない場合は、県の文化財行政主管課や、
市町村の文化財行政主管課へご相談ください。

〈届出の様式はどこにあるの？〉

山形県のHPに掲載しています。ダウンロードのうえ、印刷をお願いします。もしご家庭に
プリンタがない場合などは県や市町村の文化財行政主管課担当者へご相談ください。
また山形県のHPトップページから  教育・文化＞文化スポーツ＞文化財＞山形県内の文化
財について  と進んでいただくと同ページにアクセスできます。

[URL] 
https://www.pref.yamagata.jp/020073/bunkyo/bunka/bunkazai/kennaibu
nkazai.html

※ 本ハンドブックに掲載の様式は、実際の様式とは若干異なる場合があります。

県では、県内に存在する文化財のうち、県にとって重要なものを指定し、次世代
へ継承すべき山形の宝として、所有者だけでなく地域全体で大切に守っていきたい
と考えています。現在、県指定品を所有の皆様におかれましては、県民の宝物を日々
守ってくださり、心より感謝申し上げます。
地域の宝である県指定品を確実に守っていくため、県条例に基づく各種手続きな
どについてご案内いたします。

●1 管理：所有者が変更になったとき……………………… p76
　　　所有者の住所や氏名が変更になったとき……… p78

　　　所在場所を変更するとき………………………… p80

　　　管理を他の人に任せたいとき…………………… p82

　　　指定書を失くしてしまったとき………………… p84

●2 き損：文化財が壊れた、滅失したとき………………… p86
●3 修理：文化財を修理したいとき………………………… p88
●4 指定解除：所在が県外へ移ったとき…………………… p91

1 県の指定について

県から文化財の指定を受けると
指定書が交付されます。所有す
る文化財が山形県指定の文化財
であることの公証になります。交
付された指定書は、文化財と一
緒に大切に保管をお願いします。

〈指定書について〉

県指定有形文化財としての価値を失った場合や、
国の重要文化財に指定された時は、県の指定が解
除されます。また、指定された文化財の所在が山
形県外に移ってしまうと県の指定が解除されてし
まいますのでご注意ください。指定が解除された
場合は指定書の返付をお願いします。

〈指定の解除について〉

　文化財を保護するために山形県では文化財保護条例を定めています。この条例で
は文化財に対して適切な管理を行うことや、所有者の変更や、修理を行う際の届出、
現状変更の際の申請などについて決められています。

●県指定文化財の適切な管理をお願いします。
●県指定文化財の所有者が変更した場合、修理を行う場合、滅失・
毀損した場合などは届出が必要です。

●県指定文化財の現状を変更や保存に影響を及ぼす行為を行う場
合は事前に県へ申請を行い、許可を得ることが必要です。

文化財保護条例について

2 県指定文化財の
各種届出について

所有者
（管理責任者）

市町村
文化財行政主管課

山形県文化財行政
主管課

守って
いただきたい
こと

県指定文化財の
所有者になったら

第　　章4

文化財保護条例について
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●所有者変更届出書（様式第 4号）
※なお、所有者変更届には、所有権の移転を証明する書面を添付してください。

相続：遺産分割協議書の写し、戸籍謄本、印鑑登録証明書など
寄贈：譲渡書の写し、受領書の写し、印鑑登録証明書など
売買：売買契約書の写し、領収書の写し、印鑑登録証明書など
※指定書はもとの所有者から引き継いでください。
紛失した場合は、p84の〈指定書を失くしてしまったとき〉を参照し、再交付を
受けてください。
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１  ２  ３

山形市〇〇町１２３

山形　太郎

彫刻　山形木造立像

山形市〇〇町１２３
山形　太郎

山形市〇〇町４５６
山形　花子

令和〇年〇月〇日

相続のため

　相続や寄贈、売買などにより、指定文化財の所有者が変更になった場合は、速や
かに届出を行ってください。

❶管理：所有者が変更になったとき

必要書類

［所有権の移転を証明する書面の例］

❶管理：所有者が変更になったとき
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●所有者等の住所・氏名等変更届出（様式第 5号）
※必要に応じて添付書類を求める場合があります。
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彫刻　山形木造立像

山形市〇〇町４５６

山形市〇〇町１２３

令和〇年〇月〇日

１  ２  ３

山形市〇〇町１２３

山形　太郎

　引越や婚姻などにより、住所や氏名が変更になった場合は、速やかに届出を行っ
てください。

❶管理：所有者の住所や氏名が変更になったとき

必要書類

❶管理：所有者の住所や氏名が変更になったとき
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●所在の場所変更届出書（様式第 7号）
※必要に応じて添付書類を求める場合があります。
（例：寄託の場合はそれを証明する受納書や寄託証明書など）

●所在場所の変更が 30日を超えないとき（公開展示の場合を除きます）
●県の補助金の交付を受けて行う修理で、所在場所を変更するとき
●修理届を提出して行う修理で、所在の場所を変更するとき

※博物館や美術館への「寄託」と「寄贈」について
寄託：博物館などに預けている状態。所有者は変わらない。

→「所在の場所変更届出書」を提出
寄贈：博物館などに譲渡した状態。所有者は博物館などに変更になる。

→「所有者変更届」を提出
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１  ２  ３

山形市〇〇町１２３

山形　太郎

彫刻　山形木造立像

山形市〇〇町４５６
〇〇美術館

令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

〇〇美術館の企画展で展示するため。

山形市〇〇町１２３
山形　太郎

〇〇美術館企画展　「〇〇の女神」
開催期間：令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

　博物館・美術館などへの寄託、引越に伴う移動など、文化財の所在場所を変更す
る場合は、変更しようとする日の 20 日前までに届出が必要です。
　災害で緊急に所在場所を変更した場合は、変更後の申請となっても構いません。

❶管理：所在場所を変更するとき

［所在の場所変更届の申請が不要な場合］

必要書類

❶管理：所在場所を変更するとき
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●管理責任者選任（解任）届出書（様式第 3号）
※必要に応じて添付書類を求める場合があります。
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１  ２  ３

山形市〇〇町１２３

山形　太郎

彫刻　山形木造立像

山形市〇〇町４５６
山形　花子

会社員　５０歳

令和〇年〇月〇日

所有者が海外で生活することになり、文化財の
管理ができないため、親戚の山形花子を管理責
任者とします。

　指定文化財の管理は、基本的には所有者が行います。しかし、特別の事情がある
ときは、適当な者を「管理責任者」に選任して、指定文化財の管理を任せることが
できます。
　管理責任者を選任（解任）した場合は、速やかに届出を行ってください。

❶管理：管理を他の人に任せたいとき

必要書類

❶管理：管理を他の人に任せたいとき
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●指定書再交付申請書（様式第 2号）
●破損した指定書　
※破損での再交付申請の場合のみ
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１  ２  ３

山形市〇〇町１２３

山形　太郎

彫刻　山形木造立像

令和〇年〇月〇日

文化財を前所有者より引き継いだが、指定書の
有無を確認したところ、前所有者が亡失していた。

　万一、指定時に交付を受けた指定書を紛失した場合は、指定文化財の保管場所や
その他思い当たる場所を十分探しましょう。それでも見つからない場合は、お住ま
いの市町村の文化財行政主管課に事情を説明したうえで、申請書を提出し、指定書
の再交付を受けてください。

❶管理：指定書を失くしてしまったとき

必要書類

❶管理：指定書を失くしてしまったとき
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●滅失毀損等届出書（様式第 6号）
●滅失、毀損などの状態を示す写真、図面など

めっしつ

滅失とは…再生不可能な状態。
例）火事で典籍や絵画が焼けてしまった。

  きそん  

毀損とは…壊れているが、まだ再生可能な状態。
例）木造の仏像がネズミにかじられて穴が開いてしまった。
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１  ２  ３

山形市〇〇町１２３

山形　太郎

彫刻　山形木造立像

令和〇年〇月〇日
自宅の棚に保管

令和〇年〇月〇日の地震により、仏像が落下
したため。

右手の指部分が破損

令和〇年〇月〇日
破損部分を拾い保管。修理について市に相談
している状況である。

山形市〇〇町１２３
山形　太郎

　指定文化財の所有者は、放火や盗難などの人的被害や水害、地震などの自然災害、
虫害から文化財を護らなければなりません。万一、地震などの災害によって指定文
化財がき損した場合や火災などにより滅失した場合は、お住まいの市町村の文化財
行政主管課に連絡・相談し、適切な応急措置を取るとともに、速やかに届出を行っ
てください。

❷き損：文化財が壊れた、滅失したとき

必要書類

❷き損：文化財が壊れた、滅失したとき
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彫刻　山形木造立像

令和〇年〇月〇日の地震により仏像の右手部分が
破損したため。

指定文化財の修理実績がある〇〇作業所へ修理を
依頼する。

所在場所：〇〇作業所　山形市〇〇町７８９
期間：令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

令和〇年〇月〇日

山形市〇〇町１２３
山形　太郎

修理については山形県と協議しながら進める。

１  ２  ３

山形市〇〇町１２３

山形　太郎

●修理届出書（様式第 10号）
●修理の設計仕様書及び設計図
●修理箇所の写真または見取り図

●修理完了報告書（様式第 11 号）
●修理結果を示す写真又は見取図

　県指定文化財の修理をする場合は修理に係る費用の 50％（災害起因するものであ
れば 70％）の金額の補助が県から出る場合があります。修理の連絡の際に、市町村
文化財行政主管課担当者にご相談ください。
※補助金の交付を受けて修理を行う場合は修理届の提出は不要です。

指定文化財を修理しようとする場合は、まず初めに、必ずお住まいの市町村の文
化財行政主管課や県の文化財行政主管課に相談をお願いします。適切な修理を行わ
なければ、文化財の価値を損ねることもありますので、一定の知識や技量をもった
修理技術者や専門家と修理内容を十分に検討することが必要です。修理の準備がで
きたら、修理に着手しようとする日の 30日前までに、届出を行ってください。
　修理が完了したときは、遅滞なく、報告してください。

❸修理：文化財を修理したいとき

【修理を始める前】必要書類

【修理が終わった後】必要書類

❸修理：文化財を修理したいとき
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１  ２  ３

山形市〇〇町１２３

山形　太郎

彫刻　山形木造立像

令和〇年〇月〇日

令和〇年〇月〇日～令和〇年〇月〇日

２００,０００円

文化財修理の実績がある〇〇業者に依頼し、修理
前調査、写真撮影、搬出、本体補修、清掃などの
修理を行った。作業内容の詳細は別添修理報告書
のとおり。

山形市〇〇町４５６
〇〇業者

　以下の場合は文化財の指定が解除されますので、該当する場合はお住まい市町村
の文化財行政主管課へご連絡ください。

●文化財としての価値が失われたとき（例：文化財が焼失した）
●山形県外へ所在が移ったとき（例：県外への引っ越し、県外の方への売買・譲り
渡し）

※県外で一定期間展示される場合を除く
●国の重要文化財、国宝に指定されたとき

　指定が解除された場合は、県から指定解除の通知がきますので、お住まいの市町
村の文化財行政主管課を通し県へ指定書を返付してください。

［県外の方への売買や譲り渡しについて］

　様々な調査や審査を経て県指定文化財となっても、県外の方に譲り渡す等で県外
に所在が移動すると、その指定は解除されてしまいます。（そのまま他県の指定文化
財に移行することはありません。）山形県から価値の認められた品ですので、できる
限り山形県内で大切に保管するよう、ご配慮いただけますと幸いです。

［刀剣について］
　刀剣については、P43 の「「銃砲刀剣類登録証」（以下、登録証）はありますか？」
の③をご確認ください。

❹指定解除：所在が県外へ移ったとき❹指定解除：所在が県外へ移ったとき
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機関名 課名 郵便番号 住所 電話

山形県
観光文化スポーツ部
県民文化芸術振興課　
博物館・文化財保存活用室

990-8570 山形市松波 2-8-1 023-630-2879

山形市
文化スポーツ部
文化創造都市課

990-8540 山形市旅篭町 2-3-25 023-641-1212

上山市
教育委員会
生涯学習課

999-3145 上山市河崎 1-1-10
023-672-1111
内線 311/313

天童市
教育委員会
生涯学習課

994-8510 天童市老野森 1-1-1
023-654-1111
内線 833

山辺町
教育委員会
教育課

990-0301
山辺町大字山辺１
（町中央公民館）

023-664-6033
（町中央公民館）

中山町
教育委員会
教育課

990-0401
中山町大字長崎 6005
（歴史民俗資料館）

023-662-2175

寒河江市
教育委員会
生涯学習課

991-0003
寒河江市大字西根字
石川西 333

0237-86-8231

機関名 課名 郵便番号 住所 電話

河北町
教育委員会
生涯学習課

999-3511 河北町谷地戊 81 0237-71-1111

西川町
教育委員会
生涯学習課

990-0703 西川町大字間沢 280 0237-74-3131

朝日町
教育委員会
教育文化課

990-1442
朝日町大字宮宿
2265

0237-67-2118

大江町
教育委員会
教育文化課

990-1163
大江町大字本郷丁
373-1

0237-62-3666

村山市
教育委員会
生涯学習課

995-8666 村山市中央 1-3-6 0237-55-2111

東根市
教育委員会
生涯学習課

999-3795 東根市中央 1-1-1
0237-42-1111
内線 3537・3539

尾花沢市
教育委員会
社会教育課

999-4225
尾花沢市若葉町 1-8-
25

0237-22-1111
内線 321

大石田町
教育委員会
教育文化課

999-4111
大石田町大字大石田
乙 37-6（資料館）

0237-35-3440
（資料館）

新庄市
教育委員会
社会教育課

996-0085
新庄市堀端町 4-74
新庄ふるさと歴史
センター

0233-22-2188

金山町
教育委員会
教学課

999-5402 金山町大字金山 571 0233-52-2902

最上町
教育委員会
教育文化課

999-6101 最上町大字向町 674 0233-43-2350

舟形町
教育委員会
教育課（社会教育係）

999-4601 舟形町舟形 126 0233-32-2246

真室川町
教育委員会
教育課

999-5312
真室川町大字新町
124-4

0233-62-2223

大蔵村
教育委員会
教育課

996-0212
大蔵村大字清水
2620

0233-75-2323

鮭川村
教育委員会
教育課

999-5201
鮭川村大字京塚
1324-2

0233-55-3051

戸沢村
教育委員会
共育課

999-6313
戸沢村大字名高
1593-86

0233-72-2304

県内にある貴重な文化財を後世に確実に継承していくために、県・市町村・関係
団体が連携して様々な取り組みを行っております。
文化財管理に関することや破損、災害の際など、困ったことがある場合は、指定・
未指定を問わず、県の文化財担当課や、お住まいの市町村の文化財担当課へご連絡
ください。   必要に応じて、文化財修復などの専門家をご紹介します。

※課名や電話番号は変わる場合がありますので、最新の連絡先は各自治体のホームページ

などでご確認ください。

［連絡先一覧］（令和 6 年 4月現在）

文化財を守る
ネットワーク

第　　章5
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機関名 課名 郵便番号 住所 電話

米沢市
教育委員会教育管理部
社会教育文化課

992-0012
米沢市金池 3-1-14
置賜総合文化セン
ター 1F

0238-22-5111
内線 7530・7531

南陽市
教育委員会
社会教育課

999-2292 南陽市三間通 436-1 0238-40-8996

高畠町
教育委員会
社会教育課

992-0351 高畠町大字高畠 435 0238-52-4472

川西町
教育委員会
教育文化課

999-0193 川西町大字上小松
977-1 0238-27-1166

長井市
観光文化交流課
文化交流室

993-8601 長井市栄町 1-1 0238-82-8017

小国町
教育委員会　　　　　　　　　　　　　　
教育振興課

999-1352 小国町大字岩井沢
704 0238-62-2141

白鷹町 教育委員会 992-0831 白鷹町大字荒砥甲
833 0238-85-6146

飯豊町
教育委員会
社会教育課

999-0604 飯豊町大字椿 3622  0238-72-3111

鶴岡市
教育委員会
社会教育課

997-0346 鶴岡市上山添字文栄
100 0235-57-4868

庄内町
教育委員会
社会教育課

999-7781 庄内町余目字町
132-1 0234-43-0194

三川町
教育委員会
教育課

997-1321 三川町大字押切新田
字桜木 8-1 0235-64-8310

酒田市
企画部
文化政策課

998-8540 酒田市本町 2-2-45 0234-24-2994

遊佐町
教育委員会
教育課

999-8301 遊佐町遊佐字舞鶴
202 0234-72-5892

東北芸術工
科大学

文化財保存修復研究
センター

990-9530 山形市上桜田 3-4-5 023-627-2204

山形文化遺
産防災ネッ
トワーク

― ― ― 050-3746-3604

独立行政法人
国立文化財機構
文化財防災セン
ター

― 630-8577
奈良県奈良市二条町
2-9-1
奈良文化財研究所内

0742-31-9056

山形県立博
物館

― 990-0826 山形市霞城町１-8  023-645-1111
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本誌に掲載されている内容の無断転載、転用及び複製などの行為はご遠慮ください。
Printed in Japan

［写真でお世話になった機関・個人（五十音順、敬称略）］
飯豊町教育委員会、上杉神社稽照殿、米沢市上杉博物館、臼杵市教育委員会、浦添市美術
館、円称寺（金山町）、大館郷土博物館、小国町、学校法人開成学園、春日神社（鶴岡市加茂）、
月山神社・出羽神社・湯殿山神社（鶴岡市）、貴舩神社（鶴岡市）、久留米市教育委員会、群
馬県立沼田高等学校、佐賀県立博物館、善寳寺（鶴岡市）、鶴岡市堅苔沢地区自治会、徳之
島町教育委員会、広重美術館、普門院（米沢市）、株式会社文化財マネージメント、文化庁、
法音寺（米沢市御廟）、松尾院（山形市蔵王）、宝積院（山形市）、本法寺（京都市）、都城島津
邸、最上町教育委員会、もりおか歴史文化館、山形美術館、要行寺（大網白里市）、 松本正光
（メモリー舎）

令和6年3月29日
山形県観光文化スポーツ部博物館・文化財活用課
〒990-8750　山形県山形市松波2-8-1
文化財日常管理・防災ハンドブック（美術工芸品）作成プロジェクトチーム
　東北芸術工科大学（文化財保存修復研究センター / デザイン工学部グラ
　フィックデザイン学科 / 地域連携推進課）
　国立文化財機構文化財防災センター
　山形文化遺産防災ネットワーク
　山形県観光文化スポーツ部博物館・文化財活用課
［第１章、第４章、第5章］
山形県観光文化スポーツ部博物館・文化財活用課
［第2章］
成瀬正和（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）
北野博司（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）
伊藤幸司（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）
杉山恵助（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）
中右恵理子（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）
笹岡直美（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）
元喜載（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）
佐々木淑美（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）
角屋由美子（米沢市上杉博物館上杉文化研究室・上杉神社稽照殿）
大西智洋（合同会社大西漆芸修復スタジオ）
山崎真紀子（染織品保存修復士）
［第3章］
後藤知美（国立文化財機構文化財防災センター）
土屋明日香（山形文化遺産防災ネットワーク）
萩原尚季（東北芸術工科大学デザイン工学部グラフィックデザイン学科）
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